
　沼島中学校の全校生22人が、兵庫県立ピッコロ劇団の劇団員たちによる特別授業

を受けました。演劇的な手法を使った遊びを通して、豊かな表現力や感受性を育むこ

とを目的としています。昔話「桃太郎」のシーンを動きだけで表現するゲームでは、桃

太郎や鬼などの人物だけでなく、財宝のような無機物も動きを使って表現していまし

た。同中学校生徒会長の磯﨑天
あ

実
み

さんは「頭を使うゲームで難しかったが、楽しかっ

た」と話しました。（７月６日撮影）

演劇交流で表現力を磨く

広報 

市政ひろば･････････････････････２～７
お知らせ ････････････････････ ８～13
情報瓦ばん ･････････････････ 14～15
まなびの扉 ･････････････････ 16～17
いきいき健康生活 ･･･････････ 18～19
心のかけはし  ･･･････････････ 20～21
まちかどトピックス ･････････ 22～23
福良湾海上花火大会、郡史の拾い読み ･･24

8月１日発行 №91
平成24年（2012年）

882

C



2
広報 

3 2012.8.1発行
広報 

婚
の
夢
や
挙
式
の
魅
力
を

伝
え
、
自
分
た
ち
若
い
力

で
地
元
の
よ
さ
を
Ｐ
Ｒ
し

て
ふ
る
さ
と
を
活
気
づ
け

た
い
」
と
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
若
者
同
士
の
親

睦
を
深
め
て
い
こ
う
と
海

の
日
の
７
月
16
日
に
は
、

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

新
旧
の
成
人
式
実
行
委
員

吉
備
国
際
大
学
地
域
創
成
農
学
部
起
工
式

　

吉
備
国
際
大
学
南
あ
わ
じ
志
知

キ
ャ
ン
パ
ス
地
域
創
成
農
学
部
の

来
春
開
校
を
目
指
し
、
県
立
志
知

高
等
学
校
跡
で
７
月
14
日
、
同
高

等
学
校
の
校
舎
改
装
、
新
設
工
事

の
安
全
を
祈
っ
て
起
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
起
工
式
に
は
大
学
や

自
治
体
関
係
者
の
ほ
か
、
地
元
住

民
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
開
か
れ
た
記
者
会
見

で
、
吉
備
国
際
大
学
を
運
営
す
る

学
校
法
人
順
正
学
園
の
加か

計け

美
也

子
理
事
長
は
「
南
あ
わ
じ
市
は
玉

ね
ぎ
や
レ
タ
ス
の
ほ
か
、
酪
農
も

盛
ん
な
地
域
で
、
大
学
に
ふ
さ
わ

し
い
場
所
だ
と
思
う
。『
学
生
一

人
ひ
と
り
の
も
つ
能
力
を
最
大
限

に
引
き
出
し
引
き
伸
ば
し
、
社
会

に
有
為
な
人
材
を
育
成
す
る
』
の

建
学
の
理
念
の
も
と
地
域
創
成
農

学
部
を
運
営
し
て
い
き
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
中
田
市
長
は
「
市
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
の
高
齢
化
が
進

み
、
自
慢
の
数
々
の
産
品
も
こ
れ

か
ら
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
中

で
、
い
ろ
い
ろ
な
先
生
の
助
け
も

あ
り
、
吉
備
国
際
大
学
に
来
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
同
大
学
か

ら
地
域
、
日
本
の
農
業
を
活
性
化

し
、
世
界
に
太
刀
打
ち
で
き
る
よ

う
な
人
材
が
育
っ
て
ほ
し
い
」
と

期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　

工
事
は
来
年
２
月
に
完
了
し
て

春
か
ら
学
生
を
迎
え
、
吉
備
国
際

大
学
地
域
創
成
農
学
部
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

若
者
に
よ
る
魅
力
発
信
と
交
流

　

若
者
た
ち
が
、
自
ら
結
婚
の
魅

力
や
ふ
る
さ
と
南
あ
わ
じ
の
良
さ

を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
若
者
同

士
の
交
流
と
絆
を
深
め
て
い
こ
う

と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
丘
で
６
月
24
日
に
開
催

さ
れ
た
「
淡
路
ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
島
内
の
ホ

テ
ル
や
美
容
室
な
ど
ブ
ラ
イ
ダ
ル

関
連
企
業
を
含
む
実
行
委
員
会
が

主
催
し
て
、模
擬
人
前
式
や
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
で
は
、
成
人
式
の
歴
代

実
行
委
員
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た

グ
ル
ー
プ
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ー
ズ
」

も
シ
ョ
ー
の
モ
デ
ル
と
し
て
参
加
。

可
憐
な
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
や

振
り
袖
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。
メ

ン
バ
ー
ら
は
「
ふ
る
さ
と
で
の
結

ぬ
し
ま
鯵
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た

　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
丘
で
７
月
15
日
、
沼
島

近
海
で
獲
れ
る
「
ぬ
し
ま
鯵
」

を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
ぬ
し

ま
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
で
６
回
目
を
迎
え
る
こ

の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
地
元
の
漁
師

ぬ
し
ま
フ
ェ
ア

▲奥州秀衡有鬠壻　鞍馬山の段の一場面

　

吉
備
国
際
大
学
地
域
創
成
農
学

部
の
来
春
開
校
に
向
け
て
三
原
公

民
館
で
７
月
14
日
、
市
民
向
け
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
同
学
部
と
地
域
が
い

か
に
連
携
を
図
り
、
農
業
振
興
と

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
か
と
い

う
趣
旨
で
開
催
さ
れ
、
市
民
ら
約

４
５
０
人
が
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
前
半
部
で
は
、

内
藤
正
明
先
生
（
京
都
大
学
名
誉

教
授
）
が
「
地
域
創
成
農
学
部
は
何

を
目
指
す
の
か
」
と
題
し
て
戦
後

の
時
代
背
景
か
ら
日
本
の
農
業
に

お
け
る
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
、

地
域
創
成
農
学
の
意
義
が
「
地
域
の

農
業
再
生
」と「
地
域
社
会
の
創
成
」

に
あ
る
こ
と
、
新
設
さ
れ
る
同
大

▲記者会見で抱負を話す中田市長と学校法人順正学園 
　加計美也子理事長（右）
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学
で
は
淡
路
島
が
全
国
に
地
域
創

成
・
再
生
の
モ
デ
ル
地
区
と
な
る

こ
と
を
目
指
す
と
い
っ
た
話
題
提

供
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
加

古
敏
之
先
生
（
神
戸
大
学
名
誉
教

授
）
は
２
０
０
７
年
に
神
戸
大
学
農

学
部
が
篠
山
市
と
連
携
協
定
を
結

び
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
経
験
を

踏
ま
え
た
上
で
、
大
学
の
専
門
教
育

（
理
論
）
と
現
場
で
の
実
践
と
を
統

合
し
、
理
論
と
実
践
を
反
復
す
る

こ
と
で
教
育
の
質
を
高
め
る
コ
ー
プ

教
育
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
と
話

し
ま
し
た
。
記
念
講
演
に
迎
え
た

橋
本
卓
爾
先
生
（
和
歌
山
大
学
名

誉
教
授
）
は
、
和
歌
山
県
で
の
成

功
事
例
を
紹
介
し
、
成
功
に
は
い

く
つ
か
の
原
則
が
あ
り
、
そ
の
中
で

も
「
地
域
と
大
学
が
自
立
・
対
等
・

互
恵
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
大
切
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
後
半
部
で
は

パ
ネ
ル
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

篠
山
市
で
神
戸
大
学
農
学
部
生
の

受
け
入
れ
を
行
う
「
み
た
け
の
里

づ
く
り
協
議
会
事
務
局
」
の
北

山
定
夫
さ
ん
は
「
授
業
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も

参
加
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
」
と

話
し
、
前
半
部
の
和
歌
山
県
の
事

例
と
な
っ
た
㈱
秋
津
野
ガ
ル
デ
ン

の
原
和
夫
さ
ん
も
「
地
域
の
課
題

を
考
え
る
上
で
大
学
の
存
在
は
大

き
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
市
内
在
住
の
兵
庫
県
女

性
農
業
士
の
清
川
と
し
子
さ
ん

は
「
新
た
に
で
き
る
同
学
部
が
年

齢
性
別
を
問
わ
ず
学
び
た
い
人
が

誰
で
も
学
べ
る
場
所
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
期
待
を
話
し
、
若
く

し
て
農
業
経
営
を
行
う
ハ
ッ
ス
ル

フ
ァ
ー
ム
前
会
長
の
伊
吹
智
則
さ

ん
も
「
自
ら
の
経
験
の
中
で
理
論

と
実
践
が
違
う
こ
と
を
学
ん
だ
の

で
、
学
生
に
も
理
論
と
同
時
に
実

践
も
経
験
し
て
欲
し
い
。
ま
た
人

手
不
足
の
農
家
に
学
生
が
入
る
こ

と
で
お
互
い
に
良
い
刺
激
に
な
る

と
思
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

淡
路
人
形
座
新
館　
今
月
８
日
オ
ー
プ
ン
！

が
「
ぬ
し
ま
鯵
」
を
焼
き
物

や
、
フ
ラ
イ
、
刺
身
に
調
理

し
て
訪
れ
た
人
た
ち
に
振
る

舞
っ
た
ほ
か
、
販
売
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

「
ぬ
し
ま
鯵
」
は
、
背
中

が
黄
色
み
が
か
っ
て
い
る
の

が
特
徴
で
、
身
に
脂
が
乗
っ

て
お
り
、
ま
た
一
本
釣
り
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
鯵
の
体
に
傷
が
つ

か
ず
、
東
京
な
ど
で
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
家
族
連
れ
を
始
め
と
し

て
、
島
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

地
域
創
成
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
大
学
と
の
連
携
』

農
業
で
未
来
を
創
る

▲振舞われたぬしま鯵を食べる家族連れ

▲鯵を焼く漁師

▲吉備国際大学南あわじ志知キャンパス完成予想図

　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の
常
設
館

「
淡
路
人
形
座
」
が
福
良
港
に
今

月
８
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
こ
れ

を
記
念
し
て
８
日
は
公
演
ご
と
に

抽
選
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
開
館　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
日
休
館
予
定
）、

年
末
（
12
月
17
日
〜
31
日
）

※
出
張
公
演
等
で
臨
時
休
館
有

▽
公
演　

１
日
５
回

▽
料
金　

大
人
１
５
０
０
円
、
中
高

生
１
３
０
０
円
、
小
学
生
１
０
０
０

円
、
３
歳
以
上
３
０
０
円

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
市
民
講
座

　

オ
ー
プ
ン
に
先
駆
け
て
、８
月
５

日
に
市
民
講
座（
無
料
）を
開
催
。

▽
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜

▽
場
所　

淡
路
人
形
座

▽
講
演　
「
源
平
合
戦
物
浄
瑠
璃

と
淡
路
人
形
座
」

▽
講
師　

久
堀
裕
朗
氏

▽
公
演　
「
奥
州
秀
衡
有
鬠
壻 

鞍

馬
山
の
段
」、「
鬼
一
法
眼
三
略

巻 

五
条
橋
の
段
」

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

や
Ｏ
Ｂ
の
メ
ン
バ
ー
25
人
が
集
ま

り
カ
ヌ
ー
レ
ー
ス
な
ど
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
で
交
流
し
ま
し
た
。

　

成
人
式
実
行
委
員
の
引
継
会
も

行
わ
れ
「
来
年
１
月
の
成
人
式
を

自
分
た
ち
の
手
で
心
に
残
る
も
の

に
し
よ
う
」
と
決
意
を
表
明
し
ま

し
た
。

▲モデルとして参加したフロンティアーズのメンバー

▲マリンスポーツで交流を深める成人式の新旧実行
　委員やOBのメンバー

▲市内の農業の未来に耳を傾ける市民

▲パネル討議参加者（上段左から：加古敏之先生、内藤
　正明先生、橋本卓爾先生。下段左から：北山定夫さん、  
　原和夫さん、清川とし子さん、伊吹智則さん
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市
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

【
大
会
結
果
】

◆
小
型
ポ
ン
プ
の
部　

団
体
賞

▽
優
勝　

賀
集
第
１
分
団
第
１
部

▽
準
優
勝　

賀
集
第
４
分
団
第
３
部

◆
ポ
ン
プ
車
の
部　

団
体
賞

▽
優
勝　

神
代
第
１
分
団

▽
準
優
勝　

八
木
第
４
分
団

▲賀集第１分団第１部（小型ポンプの部優勝）　

　

三
原
川
の
河
川
公
園
に
お
い
て

７
月
８
日
、
市
消
防
操
法
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
型
ポ
ン
プ

の
部
８
分
団
、
ポ
ン
プ
車
の
部
６

分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

操
法
は
、
消
防
活
動
の
基
本
と

な
る
も
の
で
す
。
設
置
さ
れ
た
防

火
水
槽
か
ら
給
水
を
行
い
、
火
災

現
場
に
見
立
て
た
火
点
に
向
け
て

放
水
し
、
撤
収
す
る
ま
で
の
一
連

の
動
作
を
行
い
ま
す
。

　

団
員
た
ち
は
日
頃
の
練
習
を
通

じ
て
、
団
結
力
や
行
動
力
を
培
い

士
気
を
高
め
、
有
事
の
際
に
も
ミ

ス
や
事
故
、
怪
我
の
な
い
よ
う
、

適
切
な
消
火
活
動
が
行
え
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

◆
小
型
ポ
ン
プ
の
部　

個
人
賞

▽
指
揮
者　

安
田
明
充

（
賀
集
第
４
分
団
第
３
部
）

▽
１
番
員　

川
添
史
朗

（
賀
集
第
１
分
団
第
１
部
）

▽
２
番
員　

名
主
川
英
彦

（
賀
集
第
１
分
団
第
１
部
）

▽
３
番
員　

粂
直
樹

（
賀
集
第
４
分
団
第
３
部
）

◆
ポ
ン
プ
車
の
部　

個
人
賞

▽
指
揮
者　

松
平
和
也

（
八
木
第
４
分
団
）

▽
１
番
員　

十
河
明
弘

（
神
代
第
１
分
団
）

▽
２
番
員　

木
田
克
也

（
神
代
第
１
分
団
）

▽
３
番
員　

江
本
吉
則

（
阿
万
特
設
分
団
）

▽
４
番
員　

榎
本
英
俊

　
　
　
　
　
　
（
神
代
第
１
分
団
）

財
政
健
全
化
に
一
定
の
成
果
、
今
後
も
一
層
の
努
力
が
必
要

　

南
あ
わ
じ
市
発
足
後
の
財
政
状
況

は
、小
泉
政
権
下
で
の
三
位
一
体
改
革

に
よ
る
地
方
へ
の
財
源
の
削
減
に
加

え
、旧
町
時
代
に
お
け
る
事
業
の
か
け

こ
み
消
化
や
多
額
の
借
金
の
影
響
に

よ
り
、危
機
的
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、平
成
20
年
２
月
に

財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、❶
平
成

23
年
度
の
当
初
予
算
に
お
い
て
収
支
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
、❷
実
質
公
債
費
比
率

を
平
成
25
年
度
ま
で
に
18
％
未
満
に

す
る
、❸
普
通
交
付
税
の
合
併
特
例
期

間
が
終
了
す
る
平
成
32
年
度
に
あ
っ
て

も
財
政
健
全
化
が
図
ら
れ
て
い
る
こ

と
、と
い
う
３
点
を
主
な
目
標
に
掲
げ

今
日
ま
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
・

ご
理
解
と
職
員
の
頑
張
り
も
あ
っ
て
、

２
月
に
財
政
健
全
化
計
画
の
見
直
し

を
行
い
、「
健
全
化
」を
削
除
し
新
た
に

「
南
あ
わ
じ
市
財
政
計
画
」を
策
定
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
主
な
成
果
と
し
て
は
、

23
年
度
末
の
決
算
見
込
数
値
で
示
し

ま
す
と
、平
成
16
年
度
と
比
較
し
て
人

件
費
が
約
８
億
円
の
減
で
、累
計
で
は

約
38
億
円
の
削
減
効
果
と
な
っ
て
お

り
、ま
た
借
金
と
な
る
起
債
の
借
入
を

抑
制
し
つ
つ
、市
が
行
っ
た
繰
上
償
還

は
約
33
億
円
、こ
の
結
果
一
般
会
計
の

公
債
費
残
高
で
は
、平
成
16
年
度
の
約

４
５
１
億
円
か
ら
約
78
億
円
少
な
い
約

３
７
３
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
た
び
策
定
し
た
財
政
計
画
は
、

合
併
特
例
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
優

遇
措
置
が
、平
成
32
年
度
で
す
べ
て
な

く
な
り
約
21
億
円
減
収
に
な
る
こ
と

を
見
据
え
、今
後
の
財
政
運
営
の
指
針

と
し
て
策
定
し
た
も
の
で
す
。今
後
も

選
択
と
集
中
に
よ
り
、引
き
続
き
経
常

的
な
経
費
を
抑
制
し
、世
代
間
負
担
を

考
慮
し
つ
つ
市
の
活
性
化
に
も
配
慮

し
た
計
画
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、市

民
の
皆
様
に
は
今
後
と
も
市
政
運
営

に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

❶
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
は
目
標
ど
お
り
平

成
23
年
度
に
達
成
し
、❷
の
実
質
公
債

費
比
率
18
％
未
満
に
つ
い
て
は
、目
標

よ
り
も
１
年
早
く
平
成
23
年
度
決
算

の
24
年
度
公
表
数
値
で
達
成
す
る
見

込
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
市
の
財
政
状
況
が
順

調
に
推
移
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、❸

を
引
き
続
き
の
目
標
設
定
と
し
、本
年

亀
田
兄
弟
を
市
の
特
産
で
応
援

　ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　   　　　　（７月１６日現在）

区分 件数 金額
南あわじ市内 413件 57,574,719円

市外（島内） 56件 9,341,000円

市外（島外） 251件 29,904,940円

合計 720件 96,820,659円

詳細は市のホームページで掲載しています

　

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 ふ

る
さ
と
納
税

永
年
の
公
民
館
活
動
に
感
謝
状
を
贈
呈

　

森
昌
子
さ
ん
（
賀
集
）
に
６
月

22
日
、
岡
田
教
育
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

森
さ
ん
は
、
昭
和
40
年
頃
か
ら

永
年
に
わ
た
り
、
賀
集
地
区
公
民

館
を
中
心
に
、
旧
南
淡
町
の
各
公

民
館
や
中
高
齢
婦
人
学
級
な
ど
の

場
で
、
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
教
室
の

講
師
と
し
て
幅
広
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
受
講
生
は
延
べ
数
万
人
に
も

お
よ
び
、
市
民
の
ゆ
と
り
あ
る
豊

か
な
日
常
生
活
の
構
築
と
生
涯
学

習
の
振
興
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

森
さ
ん
は
「
こ
ん
な
こ
と
し
て

も
ら
っ
て
も
っ
た
い
な
い
。
そ
ん

な
大
層
な
も
の
と
違
い
ま
す
。
私

自
身
が
楽
し
か
っ
た
ん
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

を
目
指
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
パ
ル

テ
ィ
に
お
い
て
７
月
１
日
、
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
啓
発

の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
市
保
護
司
会
の
瀬
尾
弘
澄

会
長
か
ら
法
務
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
伝
達
さ
れ
た
後
、
訪
れ
た
買

い
物
客
に
対
し
て
、
二
宮
保
育
所

と
志
知
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち

が
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ウ
ェ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
啓
発
用
物
資

を
配
布
し
ま
し
た
。

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立

ち
直
り
に
つ
い
て
す
べ
て
の
国
民

で
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力

を
合
わ
せ
て
犯
罪
や
非
行
の
起
き

な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
い
う

国
民
運
動
で
す
。
罪
を
犯
し
た
人

が
反
省
と
償
い
を
経
て
帰
っ
て
き

た
時
、
地
域
全
体
で
彼
ら
を
見
守

り
、
支
え
る
こ
と
で
立
ち
直
り
を

支
援
す
る
。
こ
の
運
動
は
、
地
域

に
住
む
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
に
つ

い
て
考
え
、
関
わ
っ
て
い
く
こ
と

▲啓発用物資を配る子供たち

▲95歳という年齢を感じさせず、明るく話
　す森さん

　

市
の
指
定
管
理
施
設
「
サ
ン
ラ

イ
ズ
淡
路
」
に
ボ
ク
シ
ン
グ
の
亀

田
兄
弟
が
７
月
２
日
か
ら
５
日
ま

で
強
化
合
宿
に
訪
れ
、
地
元
観
光

協
会
や
商
工
会
、Ｊ
Ａ
あ
わ
じ
島
、

酪
農
組
合
、
素
麺
組
合
、
漁
業
組

合
な
ど
が
地
元
の
食
材
を
贈
っ
て

歓
迎
し
ま
し
た
。

 

「
淡
路
島
は
食
べ
物
が
お
い
し

く
、
人
も
優
し
い
。
自
然
豊
か
な

環
境
も
良
い
」
と
同
施
設
で
の
合

宿
を
決
め
て
Ｗ
Ｂ
Ａ
世
界
バ
ン
タ

ム
級
王
者
の
長
男
・
興
毅
選
手
と

三
男
の
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
和と
も

毅き

選

手
、父
親
の
史
郎
さ
ん
ら
が
来
島
。  

　

淡
路
島
た
ま
ね
ぎ
、
鯛
、
ハ
モ
、

淡
路
島
３
年
と
ら
ふ
ぐ
、
淡
路
島

牛
乳
の
乳
製
品
、
淡
路
手
延
べ
そ

う
め
ん
、
味
付
の
り
な
ど
特
産
の

食
材
を
手
渡
し
て
応
援
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
日
に
は
同
兄
弟
が
合

宿
の
合
間
を
ぬ
っ
て
広
田
中
学
校

を
電
撃
訪
問
。
３
年
生
の
体
育
の

授
業
を
訪
れ
て
交
流
し
ま
し
た
。

突
然
の
訪
問
に
生
徒
た
ち
は
歓
声

を
あ
げ
、
兄
弟
か
ら
「
中
学
生
活

を
無
駄
に
し
な
い
で
、楽
し
ん
で
、

一
生
懸
命
勉
強
し
て
、
友
だ
ち

い
っ
ぱ
い
つ
く
っ
て
、
毎
日
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
葉
を
か

け
ら
れ
る
と
、
生
徒
ら
は
目
を
輝

か
せ
て
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

▲神代第１分団（ポンプ車の部優勝）

▲練習の成果を発揮し、息の合った動きを披露
　しました

▲市の各団体が特産の食材を手渡して歓迎。ハモ、鯛、淡路島
　３年とらふぐを手に笑顔の亀田兄弟と父・史郎さん（右）

▲亀田兄弟が広田中学校を電撃訪問。
　生徒たちからの質問にも気さくに答える興毅選手（左）と和毅選手（右）

▲ホースを延長し、標的に注水
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活
性
化
委
員
会
が
23
年
度
報
告
と
市
政
へ
の
提
案

　

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
実

践
活
動
を
進
め
る
「
南
あ
わ
じ
市

活
性
化
委
員
会
」
が
７
月
17
日
、
市

役
所
中
央
庁
舎
で
23
年
度
報
告
と

市
政
へ
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
平
成
22
年
３
月
に

市
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
発
足
。
現

在
、
農
業
や
建
築
、
観
光
、
郷
土

史
な
ど
を
専
門
と
す
る
市
民
14
人

の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

23
年
度
は
１
３
０
回
以
上
の
会

合
や
多
様
な
実
践
活
動
を
進
め
、

▼
同
委
員
会
が
提
案
し
た
志
知
高

校
跡
地
へ
の
農
学
に
関
す
る
大
学

等
の
誘
致
が
現
実
化
し
、
具
体
的

今月の納税

◆ 市税納税は地方自治の柱です！
　市民税、固定資産税、軽自動車税などの市税は、
行政サービスを受けるための財源の大きな柱となり
ます。皆さんの納税により地方自治が成り立ってい
ます。 納期を過ぎると延滞金が生じ、未納が増えれ
ば必要なサービスが受けられなくなります。納期内
の納税にご協力ください。

◆ 市税納税は地方自治の柱です！

市・県民税（普通徴収）･･･【２期】
納期限　８月３１日(金)　

　　《納期内に忘れず納付しましょう》

　口座振替を利用する人は、預金残高の確認を
お願いします。また今年度より納付書について
は、1期送付時に２期以降の納期分をまとめてお
送りしています。(紛失された人は、再交付します
ので、市役所税務課、収税課または最寄りの総合
窓口センターへお申し出ください)

◆ 便利な口座振替をご利用ください！
　市税の納付には、便利な口座振替をお勧めしてい
ます。忙しくて納め忘れがあったり、銀行などへ行く
時間がつくれないなど、口座振替なら一度手続きをし
ておけば安心で確実です。

― 申し込み手続きは、とても簡単 ―
　口座振替の依頼書は、市役所各窓口及び市内の
各金融機関にありますので、預貯金通帳と届出印を
持参の上、手続きしてください。

問税務課☎43-5022、収税課☎43-5034

　

発
生
が
予
想
さ
れ
る
東
南
海
・

南
海
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に

備
え
て
、さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
で
６
月

23
日
、災
害
時
緊
急
生
放
送
の
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

巨
大
地
震
の
発
生
に
伴
い
淡
路

島
南
部
に
大
津
波
警
報
が
発
令

さ
れ
た
と
の
想
定
で
行
わ
れ
た
訓

練
で
は
、午
前
11
時
か
ら
放
送
予

定
の
番
組
を
中
断
し
、さ
ん
さ
ん

ネ
ッ
ト
局
内
か
ら
生
放
送
を
実

施
。ス
タ
ジ
オ
か
ら
職
員
が「
近
隣

の
人
達
と
も
声
を
か
け
あ
い
、す

み
や
か
に
高
台
に
避
難
し
て
下
さ

い
」と
緊
迫
し
た
表
情
で
何
度
も

避
難
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
仮
設
の
災
害
対
策
本
部
か

ら
防
災
課
職
員
が
避
難
指
示
や
避

難
勧
告
、通
行
止
め
箇
所
な
ど
の
説

明
を
行
っ
た
ほ
か
、津
波
の
到
達
が

予
想
さ
れ
る
沿
岸
部
に
設
置
し
た

カ
メ
ラ
か
ら
、潮
位
の
変
化
を
報
じ

る
中
継
放
送
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
放
送
の
訓
練
に
出
演
し
た
中

田
市
長
は「
近
い
将
来
高
い
確
率

で
大
地
震
が
発
生
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
、家
族
の
命
は
家
族
で
守
る
、

地
域
の
命
は
地
域
で
守
る
、そ
し

て
災
害
で
の
犠
牲
者
を
無
く
し
た

い
。こ
れ
か
ら
も
夜
間
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
想
定
の
も
と
で
避
難
訓
練
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。市
民
の
み

な
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
で
は
今
回
の

緊
急
生
放
送
か
ら
得
ら
れ
た
課
題

を
検
証
し
、実
際
の
災
害
が
発
生

し
た
際
に
は
速
や
か
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
備
え
ま
す
。

災
害
時
を
想
定
し
た
生
放
送
の
訓
練
を
実
施

便利

安心

確実

―口座振替のメリット ―
    納期のたびに金融機関や市役所の窓口に  
    行く必要がなく便利です。

    お金を持ち歩く必要がないので安心です。
    指定口座から自動的に払い込まれるので、
    納め忘れがなく確実です。

・・・

・・・

・・・

▲導入された牽引式ビーチクリーナー

阿
万
海
岸
海
水
浴
場
海
開
き

　

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
悪
天
候

で
し
た
が
、
朝
早
く
か
ら
阿
万
小

学
校
少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
育
成
会

の
児
童
や
保
護
者
ら
約
80
人
が
集

ま
り
、
約
１
時
間
同
海
水
浴
場
を

清
掃
。
６
月
の
台
風
４
号
に
よ
り

打
ち
上
げ
ら
れ
た
海
藻
な
ど
軽
ト

ラ
ッ
ク
１
台
分
の
ゴ
ミ
が
集
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

神
事
で
は
神
主
に
よ
る
祝
詞
に

続
き
、
今
シ
ー
ズ
ン
訪
れ
る
多
く

の
海
水
浴
客
の
安
全
を
祈
っ
て
地

元
住
民
や
関
係
者
が
玉
ぐ
し
を
奉

納
。
そ
の
後
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
、
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
が
幕
を

開
け
ま
し
た
。

　

同
海
水
浴
場
で
は
８
月
い
っ
ぱ

い
海
水
浴
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

が
楽
し
め
ま
す
。

　

夏
の
シ
ー
ズ
ン
中
に
は
約
５
万

人
も
の
人
が
訪
れ
る
阿
万
海
岸
海

水
浴
場
で
７
月
１
日
、
安
全
祈
願

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ナ
ー
導
入

た
め
に
、
朝
早
く
か
ら
広
大
な
砂

浜
を
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ナ
ー
で
清
掃

し
て
い
ま
し
た
が
、
老
朽
化
に
よ

り
作
業
効
率
が
悪
く
、
ま
た
頻
繁

に
発
生
す
る
故
障
に
苦
労
し
て
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
導
入
に
つ
い
て
関
係
者

ら
は
、「
よ
り
短
時
間
で
の
清
掃

が
可
能
と
な
り
綺
麗
な
海
水
浴
場

を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
。
で
き
る

こ
と
な
ら
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ナ
ー
を

使
わ
な
く
て
も
良
い
よ
う
に
み
ん

な
が
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
気
持
ち
良

く
利
用
で
き
る
施
設
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
事
業
費
１
１
２
９
万
円
の
う

ち
１
０
０
０
万
円
を
宝
く
じ
の
収

益
金
、
１
２
９
万
円
を
市
一
般
財

源
と
し
て
い
ま
す
。

　

阿
万
海
岸
海
水
浴
場
で
は
夏
の

観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
前
の
６

月
28
日
、
新
た
に
牽け
ん

引い
ん

式
ビ
ー
チ

ク
リ
ー
ナ
ー
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
に
整
備
さ
れ
た
同
海

水
浴
場
は
、
ヤ
シ
や
ア
メ
リ
カ
デ

イ
ゴ
な
ど
の
木
々
が
植
え
ら
れ
、

白
い
砂
浜
が
東
西
約
６
０
０
ｍ
も

続
く
南
国
ム
ー
ド
漂
う
海
水
浴
場

で
す
。

　

例
年
シ
ー
ズ
ン
中
の
同
海
水
浴

場
を
管
理
し
て
い
る
南
淡
漁
業
協

同
組
合
で
は
、
こ
の
綺
麗
な
海
水

浴
場
を
求
め
て
来
る
海
水
浴
客
の

宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て

▲テープカットを行う関係者

▲雨の中で一生懸命掃除する阿万小学校
の児童と保護者たち

▲生放送で避難を呼びかけるアナウンサー

▲緊急生放送で市民に呼びかける中田市長

に
吉
備
国
際
大
学
新
学

部
設
置
が
進
展
中
で
あ
る

こ
と
や
、
▼
市
民
の
声
を

ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ

る
た
め
の
「
夢
を
形
に
す

る
広
場
」
を
開
催
し
、
広

く
市
民
の
意
見
や
提
案
、

ア
イ
デ
ア
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
。
ま
た
、

▼
市
民
が
主
体
と
な
っ
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
の
人
材
育
成
と
実

践
的
な
研
修
を
進
め
た
こ

と
。
▼
活
動
支
援
組
織
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ

た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ

か
ら
災
害
の
歴
史
を
調
べ
て
「
防

災
マ
ッ
プ
」
を
つ
く
る
提
案
。

▼
た
ま
ね
ぎ
小
屋
の
景
観
や
福
良

商
店
街
の
景
観
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
提
案
。

▼
音
楽
の
街
づ
く
り
を
進
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
地
域
に
音
楽
を
届

け
る
取
り
組
み
や
地
元
芸
術
家
の

発
掘
。
今
年
は
９
月
２
日
に
「
田

中
正
平
博
士 

生
誕
１
５
０
周
年

記
念 

南
あ
わ
じ
音
楽
祭
」
を
開
催

す
る
。

▼
農
業
で
は
「
食
の
拠
点
づ
く

り
」
と
関
連
さ
せ
た
集
客
イ
ベ

ン
ト
「
食
の
祭
典
」
の
構
想
や
、

「
農
産
物
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
づ
く

り
」
な
ど
を
提
案
。

　

ま
た
、▼
地
域
経
済
へ
の
活
性
化

支
援
策
と
し
て
、地
元
の
産
品
を
地

元
で
買
っ
て
も
ら
い
島
内
外
に
贈
る

「
淡
路
島
ギ
フ
ト
」の
企
画
。

　

そ
の
ほ
か
、
▼
空
き
家
を
利
用

し
て
の
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り

や
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
必
要
性

な
ど
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

中
田
市
長
は
、
報
告
と
提
案
を

受
け
「
み
な
さ
ん
の
汗
と
知
識
・

知
恵
の
結
晶
を
、
行
政
と
し
て
も

真し
ん

摯し

に
受
け
止
め
、
可
能
な
限
り

取
り
組
ん
で
積
極
的
に
対
応
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

木
田
薫
委
員
長
は
「
今
後
も
単

に
提
案
す
る
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、

行
政
と
市
民
が
両
輪
と
な
っ
て
進

ん
で
い
く
実
践
活
動
に
取
り
組

み
た
い
」
と
話
し
、
各
委
員
か
ら

も
、
多
様
な
活
動
の
継
続
と
新
規

提
案
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
規
提
案
の
お
も
な
内
容
は
、

▼
歴
史
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

榎
列
に
つ
づ
き
今
年
度
は
阿
万
地

区
で
の
散
策
マ
ッ
プ
作
成
や
歴
史

講
座
が
進
行
中
で
あ
る
こ
と
や
、

▼
地
域
に
残
る
古
文
書
等
の
発
掘

と
保
管
を
進
め
、
古
い
書
物
な
ど

▲当日は7名の活性化委員が出席して、中田市長へ「報告・提案書」
　を手渡し、２３年度の活動実績報告と市政への提案を説明しました
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南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
議会事務局☎43-5005
市長公室☎43-5002
総務部
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
　少子対策課☎44-3040
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　企業誘致課☎37-3046
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　収税課☎43-5034
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
下水道部
　企業経営課☎50-3036
　下水道課☎50-3039
　下水道加入促進課☎50-3041
会計課☎50-3040
監査委員事務局☎50-3050

松井開発運輸㈱

自宅や田畑の草刈り　／　家屋・倉庫等の解体

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

　
都
市
計
画（
案
）の
公
告
及
び
図
書
の
縦
覧

　

都
市
計
画
公
園
の
決
定
に
係

る
都
市
計
画（
案
）を
公
告
し
、

関
係
図
書
を
縦
覧
し
ま
す
。
縦

覧
期
間
中
に
は
計
画（
案
）に
対

す
る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

縦
覧
図
書　

南
あ
わ
じ
都
市

計
画
公
園
の
決
定
に
係
る

計
画
書（
案
）

計
画
内
容　

若
人
の
広
場
公

園
の
都
市
計
画
決
定

縦
覧
期
間　

８
月
６
日
（
月
）

〜
20
日
（
月
）

縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課（
市

役
所
西
淡
庁
舎
）

意
見
書
の
提
出
方
法　

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
及
び
案

件
に
つ
い
て
の
意
見
を
で

き
る
だ
け
具
体
的
に
書
い

て
、
都
市
計
画
課
へ
提
出

※
計
画（
案
）は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す

問
都
市
計
画
課

　

☎
37
・
３
０
１
６

　
各
種
手
当
の
現
況
届

提
出
期
間　

児
童
扶
養
手
当

＝
８
月
31
日（
金
）ま
で
、特

別
児
童
扶
養
手
当
＝
８
月
13

日（
月
）〜
24
日（
金
）、特
別

障
害
者
手
当
等
＝
８
月
13
日

（
月
）〜
９
月
７
日（
金
）

提
出
先　

総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
、
福
祉
課

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

　

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
・
福
祉
手
当
を

受
給
し
て
い
る
人
は
、年
１
回
現

況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。こ
の
届
け
は
、手
当
を
引

き
続
き
受
け
る
資
格
が
あ
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

※
提
出
が
な
い
場
合
、支
払
が
停
止
し
ま
す

問さんさんネット☎ 43-2345

◆インターネットサービススピードアップ

放送期間・回数 放送時間

料金

ケーブルネット
ワーク淡路加入
者

ケーブルネット
ワーク淡路非加
入者

1週間・35回以上
15秒 9,000円 18,000円

30秒 14,000円 28,000円

4週間・140回以上
15秒 27,000円 54,000円

30秒 42,000円 84,000円

12週間・420回以上
15秒 67,500円 135,000円

30秒 105,000円 210,000円

24週間・840回以上
15秒 108,500円 217,000円

30秒 168,000円 336,000円

さんさんネットからのお知らせ
◆さんさんネットでのCM放送
　さんさんネットでは、広告放送の申し込みを受け付けし

ています。放送料は下表をご覧ください。

　４月からインターネットの回線速度（下り：ベストエ

フォート）が５Mbpsから10Mbpsになりました。

●料金は今までと同じ、月額2,625円

●メールアカウントが１個標準で貸与

●パソコンが３台まで接続可能（別途HUBが必要）

　ケーブルテレビに加

入している人なら、自

宅のIP告知端末で手軽

にインターネットを楽

しめます。

　お申し込みは印鑑を

持参のうえ、さんさん

ネットまでお越しくだ

さい。

　
国
民
年
金
保
険
料
納
付
の
口
座
振
替

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

は
口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、

保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と

さ
れ
る
の
で
金
融
機
関
な
ど
に

行
く
手
間
が
省
け
る
う
え
、
納

め
忘
れ
も
な
く
、
と
て
も
便
利

で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当

月
分
保
険
料
を
当
月
末
に
引

き
落
と
し
す
る
こ
と
に
よ
り
、

月
々
50
円
割
り
引
き
さ
れ
る
早

割
り
制
度
や
、
現
金
納
付
よ
り

も
割
引
額
が
多
い
６
か
月
前

納
・
１
年
前
納
も
あ
り
、
大
変

お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人

は
、納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、

通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を
用

意
の
う
え
、
希
望
す
る
金
融
機

関
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

問
明
石
年
金
事
務
所

　

☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
３

　
ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画
祭
の
作
品
募
集
締
切

　

ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画
祭

の
作
品
募
集
の
締
め
切
り
が
８

月
末
と
な
っ
て
い
ま
す
。
普
段

や
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
や
体
験

活
動
、
自
然
観
察
も
ビ
デ
オ
で

撮
れ
ば
一
つ
の
作
品
に
な
り
ま

す
。
募
集
作
品
の
テ
ー
マ
な

ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37
・
３
０
２
０

タ
マ
ネ
ギ
残
さ
は
、
処
理
施
設
へ

期
間　

９
月
28
日
（
金
）
ま
で
。

平
日
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

❶
神
代
セ
ン
タ
ー
❷

北
阿
万
セ
ン
タ
ー

利
用
料
金　

１
５
０
円
／
20
㎏

（
利
用
料
３
０
０
円
の
半
額

を
市
が
助
成
）

※
炭
化
物
は
３
０
０
円
／
40
ℓ

（
約
５
㎏
）
で
販
売

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

　

バ
イ
オ
マ
ス
施
設
管
理
組
合

　

☎
42
・
０
３
５
６

　 納
期
限
は  

８
月
31
日（
金
）

問
洲
本
県
税
事
務
所

　

☎
26
・
２
０
３
２

個
人
事
業
税
１
期

　 交
通
安
全
標
語
募
集

募
集
作
品　

交
通
安
全
意
識

の
高
揚
及
び
交
通
マ
ナ
ー
の

浸
透
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の

応
募
要
件　

市
内
在
住
者

申
込
締
切　

９
月
９
日
（
日
）

申
込
方
法　

普
通
は
が
き
に
標

語
１
つ
と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、南
あ

わ
じ
交
通
安
全
協
会
へ
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ（
F 

42
・
５
１
３
４
）

※
そ
の
他
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

問
南
あ
わ
じ
交
通
安
全
協
会

　

☎
42
・
０
４
１
０

　
外
国
人
を
雇
用
す
る
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

　

不
法
就
労
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
７
月

か
ら
日
本
に
中
長
期
間
在
留
す

る
外
国
人
を
対
象
と
し
た
「
新

し
い
在
留
管
理
制
度
」
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
外
国
人
を
雇
用

す
る
際
に
は
「
在
留
カ
ー
ド
」

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
法
務
省
入
国
管
理

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
外
国
人
在
留
総
合
イ
ン
フ
ォ

　

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
・
０
１
３
９
０
４

▲昨年の映画祭の表彰式

自宅・倉庫・店舗等の不用品の処理はお任せください！！



広報 

　 さんさんネットの番組案内
午前６時～ お知らせ①
午前７時～ さんさんニュース
午前８時～ いきいきライフ
午前９時～ さんさん企画番組
午前10時～ お知らせ①
午前11時～ 市役所からのお知らせ
正午～ さんさんニュース
午後１時～ さんさん企画番組
午後２時～ いきいきライフ
午後３時～ 市役所からのお知らせ
午後４時～ お知らせ②
午後５時～ 他局との交換番組
午後６時～ さんさん企画番組
午後７時～ さんさんニュース
午後８時～ いきいきライフ
午後９時～ さんさん企画番組
午後10時～ さんさんニュース
午後11時～ さんさんニュース（再放送）
深夜０時～ さんさんニュース

お知らせ

1011 2012.8.1発行

　体育会や市議会

放送等の長編番組

は、土曜・日曜の午前

８時、午後１時～の

さんさん特集拡大版

として不定期で放送

します。

　詳しい番組の内容

については、放送日

の一週間前よりテレ

ビのリモコンで番組

表ボタンを押すと確

認・視聴予約ができ

ます。

今月の見どころ

　慶野松原花火大

会、福良夏祭り盆踊

り大会等です。

　住宅再建共済制度「フェニックス共済」への加入はお済みですか？

　この制度は兵庫県が阪神・淡路大震災の教訓を踏まえ、創設した

ものです。住宅を所有している人などに加入いただき、平常時から

資金を寄せ合うことで、台風や地震など全ての自然災害発生時に被

害を受けた住宅の再建・補修を支援するものです。

　平成 21年８月の台風第９号の災害では、制度創設以来、初給付

を行いました。いざというときのわが家の安全・安心のためにも、

ぜひご加入ください。

区分 給付対象 給付額
再建等給付金 全壊・大規模半壊・半壊で再建・購入 600万円

補修給付金

全壊で補修 200万円

大規模半壊で補修 100万円

半壊で補修 50万円

居住確保給付金
全壊・大規模半壊・半壊で再建・購入・補

修をせず賃貸住宅に入居した場合等
10万円

住宅再建共済制度
年額5,000円で
最高600万円を給付最高600万円を給付最高600万円を給付

区分 給付対象 給付額

家財再建共済

給付金

住宅が全壊で家財を補修・購入 50万円

住宅が大規模半壊で家財を補修・購入 35万円

住宅が半壊で家財を補修・購入 25万円

住宅が床上浸水で家財を補修・購入 15万円

家財再建共済制度

公益財団法人 兵庫県住宅再建共済基金☎078-362-9400 （専用電話　平日9:00～17:00）
〒650-8567　神戸市中央区下山手通5丁目10番1号（兵庫県庁内）

ホームページ：「フェニックス共済」で検索ください。

●共済制度のお陰で早く畳の購入ができ、高齢の父母を畳

の上で休ませることができたので、精神的にも安心し、

健康が保てました。（60歳代男性）

●共済制度で 200万円もいただき、早速補修できたが、加

入されていない方々が気の毒に思います。（70歳代男性）

●共済給付金を利用しようと思っていたわけではなく、軽い気

持ちで、お守りのつもりで加入しました。加入していて本当に

良かったなあとつくづく思いました。お陰で精神的にも肉体

的にも苦痛の時に共済金がもらえると思うと、心のゆとりがで

き、復旧にも元気が出ました。（60歳代の人）

●他県の親戚から、「兵庫県には良い共済制度があって羨ま

　しい」と言われました。（50歳代男性）

平成21年台風第９号の被災者で給付を受けた人の声

小さな掛け金で

しっかり保障

年額1,500円で
最高50万円を給付最高50万円を給付最高50万円を給付

※県外で再建・購入の場合は給付額は 1／ 2の額となります
※賃貸住宅等は所有者が加入できますが、県内での再建等のみに
　給付し、居住確保給付金は給付対象となりません

※住宅再建共済制度加入者は、負担金年額 1,000 円／戸とな
　ります
※賃貸住宅等は、賃借人が加入できます

▲東日本大震災で被災した南三陸町

兵庫県住宅再建共済制度

フェニックス共済

※加入申込書は、南あわじ市各総合窓口センター、支所、連絡所、出張所、中央庁舎に備え付けています

　今後 30年以内に、東南海・南海地震が発生すること

が確実視されています。発生した場合、県内全域で震度

５強以上の強い揺れに見舞われると想定されます。

震度５強の状況
・窓ガラスが割れて落ちる

・ブロック塀が崩れることがある

・亀裂や液状化が生じる

　県内には未知の活断層が多く存在し、マグニチュード７未

満の地震はどこでも起こり得ます。発生した場合、県内全域

で震度６強以上の強い揺れに見舞われると想定されます。

震度６強の状況
・耐震性が高い建物でも壁や柱にひび割れ、亀裂が多くなる

・ブロック塀のほとんどが崩れる

・大きな地割れが生じる

地震はいつ、どこで起きるか分からない

床上浸水以上の被害を受

けた住宅の家財の購入等

自然災害で半壊以上の被

害を受けた住宅の再建等

　
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
の
更
新

　

70
歳
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
に
、
新
し
い
「
国
民

健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」
を

７
月
に
郵
送
し
ま
し
た
。
こ
の

受
給
者
証
は
、
一
部
負
担
金
の

割
合
を
表
示
し
た
も
の
で
す
の

で
、
医
療
機
関
等
で
保
険
証
と

と
も
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

有
効
期
限

　

平
成
25
年
７
月
31
日
ま
で

※
有
効
期
限
ま
で
に
75
歳
に
な

る
人
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
移
行
し
ま
す
の

で
、
誕
生
日
の
前
日
ま
で

が
有
効
期
限
で
す

負
担
割
合

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
２
割
負

担
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
25

年
３
月
ま
で
の
５
年
間
は
、
医

療
機
関
等
で
の
窓
口
負
担
が
１

割
に
据
え
置
か
れ
て
い
ま
す

（
３
割
負
担
と
な
る
現
役
並
み

の
所
得
が
あ
る
世
帯
は
除
く
）。

　

こ
の
た
め
、
一
部
負
担
金
の

割
合
は
、
「
２
割
（
平
成
25
年

３
月
31
日
ま
で
は
１
割
）
」
と

表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３

　
た
ま
ね
ぎ
炭
の
試
用
者
募
集（
初
め
て
の
利
用
に
限
る
）

　

た
ま
ね
ぎ
炭
を
使
っ
て
野
菜

作
り
を
し
た
い
と
い
う
人
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
す
る
試
験
田　

　

30
戸
で
各
10
ア
ー
ル
程
度
。

利
用
者
に
は
、
30
袋
（
40
ℓ
／

袋
）
を
無
償
提
供
し
ま
す
（
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

た
ま
ね
ぎ
炭
の
性
質

　

カ
リ
や
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ

ネ
シ
ウ
ム
が
多
く
含
ま
れ
、
い

ろ
い
ろ
な
有
害
物
質
を
吸
着
す

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
た
ま
ね

ぎ
炭
を
使
う
こ
と
で
、
地
力
を

高
め
、
作
物
が
良
く
育
つ
土
や

生
産
力
の
高
い
土
作
り
が
期
待

で
き
ま
す
。

申
込
締
切　

８
月
31
日
（
金
）

問
農
林
振
興
課

　

☎
43
・
５
０
２
５

　
子
ど
も
映
画
祭
事
務
補
助
業
務
パ
ー
ト
募
集

雇
用
期
間　

平
成
24
年
９
月

上
旬
〜
平
成
24
年
11
月
末

賃
金　

時
給
８
７
０
円
（
交

通
費
別
途
支
給
）

勤
務
時
間　

４
時
間
〜
８
時
間

休
日　

土
・
日
・
祝
日
（
業

務
都
合
に
よ
り
出
勤
の
場

合
有
り
）

応
募
要
件　

❶
パ
ソ
コ
ン
の

基
本
操
作
が
可
能
（
ワ
ー

ド
、
エ
ク
セ
ル
）
❷
普
通
自

動
車
運
転
免
許
所
持
者
❸

市
内
在
住
者

申
込
締
切　

８
月
13
日
（
月
）

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
生

涯
学
習
文
化
振
興
課
ま
で

郵
送
ま
た
は
持
参

募
集
人
数　

２
人

試
験
方
法　

面
接
試
験

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37
・
３
０
２
０

黄色い看板の街の車屋さん
南あわじ市自動車協議会

自分がよければ他人に迷惑をかけて
いいのですか？

私たちはそうは思いません。

ルールを守って楽しいカーライフを
おくってもらいたい…

それが私たちの願いです。
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お知らせ

大
会
結
果

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

◆
淡
路
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト　

　
　
　
　

ボ
ー
ル
優
勝
大
会

（
６
月
17
日
、洲
本
市
文
化
体
育
館
）

▽
男
子
①
三
原
②
緑
▽
女
子
①
南
淡

③
西
淡

◆
市
小
学
生
相
撲
大
会

　
　
　
（
７
月
８
日
、神
代
小
学
校
）

▽【
団
体
戦
男
子
】▽
①
福
良
小
学

校
Ｂ
②
神
代
小
学
校
③
松
帆
小
学

校
Ａ
③
榎
列
小
学
校
Ｂ【
団
体
戦
女

子
】①
市
小
学
校
Ａ
②
福
良
小
学
校

Ａ
③
賀
集
小
学
校
Ａ
③
神
代
小
学

校
Ａ〔
個
人
戦
〕【
男
子
４
年
生
以
下
】

①
上
田
央（
神
代
）②
雨
堤
大
稀（
八

木
）③
村
本
勇
海（
神
代
）③
高
田
寛

人（
松
帆
）【
個
人
戦
男
子
５
年
生
】

①
村
上
有
作（
阿
万
）②
田
村
颯
一
朗

（
福
良
）③
桑
嶋
大
輔（
阿
万
）③
明

崎
智
稀（
阿
万
）【
個
人
戦
男
子
６
年

生
】①
福
山
誠
太（
賀
集
）②
出
口
佳

太
郎（
榎
列
）③
佐
藤
輩
磯（
神
代
）③

安
達
龍
一（
沼
島
）【
個
人
戦
女
子
４
年

生
以
下
】①
吉
田
つ
ぐ
み（
福
良
）②

谷
池
真
子（
松
帆
）③
竹
谷
瑞
希（
賀

集
）③
樋
口
名
々
巳（
松
帆
）【
個
人
戦

女
子
５
年
生
の
部
】①
原
佑
里
菜（
八

木
）②
助
島
ひ
か
る（
松
帆
）③
藤
岡

倫
子（
市
）③
椚
田
有
美（
賀
集
）【
個

人
戦
女
子
６
年
生
の
部
】①
松
本
留
奈

（
市
）②
田
村
涼
華（
福
良
）③
樫
原

な
の
は（
神
代
）③
中
村
雅（
市
）

★
大
会
結
果
は
、情
報
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。☎
43
・
５
０
０
３
F 

43
・
５
１
０
３
、市
大
会
規
模
以
上

※
大
会
結
果
は
大
会
主
催
者
側
か
ら
の
情
報
提
供
に
基
づ
き
、作
成
し
て
お
り
ま
す

　　　 みなさんのお役に立ちます
　　○植木剪定　　○大工・左官仕事　　○農作業　　○除草・草刈　　○軽作業

　　○施設管理　　○清掃　　○毛筆筆耕　　○家事手伝い（掃除・洗濯・食事支度）など

　　　　　お気軽にお電話下さい            　　どんな仕事でもご相談下さい

　（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　　〒656-0478　南あわじ市市福永358-1（三原庁舎内）
　　TEL ／ 0799-42-5339　　FAX／ 0799-42-6044

広田事業所　TEL ／ 0799-45-0012

福良事業所　TEL ／ 0799-52-0070

西 淡 窓 口　TEL ／ 0799-36-2083

職員採用試験のご案内

　
耕
作
放
棄
地
対
策

　

耕
作
放
棄
地
の
適
正
な
保
全

管
理
、
担
い
手
な
ど
へ
の
貸
借

等
に
よ
る
農
地
の
有
効
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

耕
作
放
棄
田
保
全
事
業

　

農
会
が
事
業
主
体
と
な
り
、

耕
作
放
棄
さ
れ
た
農
地
の
１
年

間
の
管
理
に
係
る
経
費
の
う
ち
、

市
が
10
ア
ー
ル
当
た
り
１
万
円

以
内
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
緊

急
対
策　

　

荒
れ
て
い
る
農
地
を
生
き
返

ら
せ
る
取
り
組
み
を
支
援
す
る

た
め
、
以
下
の
要
件
を
満
た
す

場
合
に
再
生
作
業
に
か
か
る

経
費
の
う
ち
10
ア
ー
ル
当
た
り

５
万
円
を
交
付
し
ま
す
。

❶
農
振
農
用
地
区
域
内
の
耕
作

放
棄
地

❷
農
地
の
再
生
作
業
に
、
10
ア

ー
ル
当
た
り
10
万
円
以
上

の
労
力
と
経
費
を
必
要
と

す
る
農
地

❸
再
生
後
貸
借
等
に
よ
り
5
年

以
上
の
耕
作
を
行
う

問
農
林
振
興
課

　

☎
43
・
５
０
２
５

　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
入
門
活
用
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
始
め
た

い
人
に
向
け
て
の
講
習
会
を
、

入
門
か
ら
応
用
ま
で
全
３
回
行

い
ま
す
。

　

各
総
合
窓
口
に
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

日
時　

❶
８
月
10
日
（
金
）

＝
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
楽
し

む
❷
８
月
23
日
（
木
）
＝

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
慣
れ
る

❸
８
月
31
日
（
金
） 

＝
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
の
応
用
活
用

※
い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜

場
所　

市
役
所
中
央
庁
舎

定
員　

30
人
程
度
（
多
数
の

場
合
抽
選
）

講
師　

道
端
俊
彦
氏

費
用　

無
料

申
込
締
切　

８
月
６
日
（
月
）

問
情
報
課
☎
43
・
５
０
０
３

職　種 採用予定
人員 受験資格 試験日 申込方法 申込期限

事務職 ４人程度

次の条件を全て満たす人

❶昭和59年４月２日以降に生ま

　れた人

❷高校を卒業した人または平成

　25年３月に高校卒業見込み

　の人

第１次試験

９月16日（日）

午前９時30分～

南淡公民館

（事務職）

教養試験・事務適性検

査

（保健師・保育士）

教養試験・専門試験

第２次試験

10月下旬予定

（事務職）

作文試験・職場適応性

検査・口述試験【集団】

（保健師・保育士）

口述試験【集団】

第３次試験

11月下旬予定

(全職種)

口述試験【個人】

【申込書】

総合窓口センター（中央

庁舎は総務課）で配付。市

ホームページから申込書

を印刷（A4サイズ）して使

用することもできます

【提出】

申込書に必要事項を記入

の上、総務課まで直接持参

して提出（郵送不可）

８月13日（月）

午後５時15分
保健師 １人

次の条件を全て満たす人

❶昭和59年４月２日以降に生ま

　れた人

❷保健師及び看護師の免許を

　有する人または平成25年３月

　に保健師及び看護師免許取

　得見込みの人

❸普通自動車運転免許を有す

　る人または平成25年３月まで

　に普通自動車運転免許取得

　見込みの人

保育士 １人

次の条件を全て満たす人

❶昭和63年４月２日以降に生ま

　れた人

❷保育士の免許を有する人また

　は平成25年３月に保育士免

　許取得見込みの人

　　南あわじ市職員　問総務課☎43-5001

　　淡路広域消防事務組合職員　問淡路広域消防事務組合消防本部総務課☎24-0271

職　種 採用予定
人員 受験資格 試験日 申込方法 申込期限

消防職 ９人程度

次の条件を全て満たす人

❶昭和61年４月２日以降に生

　まれた人

❷高校を卒業した人または平

　成25年３月に高校卒業見込

　みの人

❸身体健康で運動機能、弁色　

　力、聴力、言語に障害がなく、

　視力が両眼で0.7以上、片眼

　でそれぞれ0.3以上で赤色、

　青色及び黄色の色彩の識別

　ができる

❹普通自動車運転免許を有す

　る人※オートマチック限定

　は除く

第１次試験

９月16日（日）

午前10時～

洲本市文化体育館

教養試験・適性検査・体

力テスト

第２次試験

11月中旬予定

口述試験【個人】・体力テ

スト・身体検査

【申込書】

淡路広域消防事務組合

で交付。郵便で請求する

場合は封筒の表に「採用

試験申込書請求」と朱書き

し、120円切手を貼ったあ

て先明記のA4の返信用封

筒を同封する

【提出】

淡路広域消防事務組合へ

提出。郵送の場合は封筒

の表に「採用試験申込書

在中」と朱書きし、80円切

手を貼ったあて先明記の

定型の返信用封筒を同封

する

８月14日（火）

午後５時

　

人
権
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
２

　

家
族
を
は
じ
め
、
人
と
人
の

絆
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
映
画
や
人
権
相
談
を
中

心
に
出
店
コ
ー
ナ
ー
、
地
域
福

祉
学
習
、
多
文
化
交
流
、
パ
ネ

ル
展
示
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
出
演
、

啓
発
グ
ッ
ズ
配
布
な
ど
多
彩
な

催
し
を
行
い
ま
す
。

日
時　

８
月
26
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

三
原
公
民
館

映
画　

Ｆ
Ｎ
Ｓ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
大
賞
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品

「
ソ
ー
テ
サ
ワ
サ
ワ
」
、「
マ

ダ
ガ
ス
カ
ル
」、「
死
に
ゆ
く

妻
と
の
旅
路
」な
ど

問
人
権
教
育
課

　

☎
37
・
３
０
１
９



募　

集

ご
案
内

公
営
住
宅
入
居
者

❶
政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

（
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の
い
る

世
帯
等
は
、21
万
４
０
０
０
円
以
下
）

▽
さ
く
ら
台
団
地（
賀
集
）

　

１
戸
、よ
し
の
棟
２
‐
２
号
、３

Ｄ
Ｋ
、単
身
不
可
、平
成
９
年
度

建
築
。家
賃
月
額
２
万
５
２
０
０

円
〜
４
万
９
４
０
０
円
、駐
車
１

台
月
額
２
５
０
０
円

▽
志
知
住
宅（
志
知
）

　

１
戸
、１
棟
４
０
２
号
、３
Ｄ
Ｋ
、

単
身
不
可
、
昭
和
49
年
度
建

築
。家
賃
月
額
1
万
７
０
０
円

〜
２
万
１
１
０
０
円

▽
西
淡
志
知
鉄
筋（
志
知
、県
営
）

　

１
戸
、１
号
棟
１
０
３
号
、３
Ｄ

Ｋ
、単
身
不
可
、昭
和
52
年
度
建

築
。家
賃
月
額
１
万
１
９
０
０

円
〜
２
万
３
４
０
０
円

▽（
随
時
）伊
加
利
団
地（
伊
加
利
）

　

２
戸
、B
棟
14
号
・
18
号
、３
Ｄ
Ｋ
、

単
身
不
可
、昭
和
54
年
度
建
築
。

家
賃
月
額
1
万
４
０
０
０
円
〜

２
万
７
５
０
０
円

▽（
随
時
）津
井
団
地（
津
井
）

　

１
戸
、
B
棟
１
号
、メ
ゾ
ネ
ッ

ト（
２
階
建
）、３
Ｋ
、単
身
不

可
、
昭
和
59
年
度
建
築
。
家

賃
月
額
1
万
４
８
０
０
円
〜

２
万
９
１
０
０
円

▽（
随
時
）賀
集
第
２
福
井
住
宅（
賀
集
）

　

１
戸
、１
０
７
号
、３
Ｋ
、単
身
不
可
、

昭
和
55
年
度
建
築
。家
賃
月
額

７
９
０
０
円
〜
１
万
５
５
０
０
円

❷
政
令
月
収
15
万
８
千
円
超
、

48
万
７
千
円
以
下
対
象

▽（
随
時
）さ
く
ら
台
団
地（
賀
集
）

　

２
戸
、や
え
棟
１
‐
２
号
・
３
‐

１
号
、３
Ｄ
Ｋ
、単
身
不
可
、平

成
10
年
度
建
築
。
家
賃
月
額

６
万
３
２
０
０
円
、駐
車
１
台
月

額
２
５
０
０
円

❶
・
❷
共
通
事
項

▽
申
込　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

▽
申
込
締
切　

８
月
15
日（
水
）

▽
公
開
抽
選　

８
月
24
日（
金
）

　

午
前
10
時
。西
淡
公
民
館

※（
随
時
）の
記
載
が
あ
る
も
の
は

先
着
順
で
す（
抽
選
な
し
）

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

明
石
海
峡
大
橋

　
　
海
上
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者

　

明
石
海
峡
大
橋
の
管
理
用
通

路
を
通
っ
て
、舞
子
か
ら
淡
路
島

ま
で
歩
い
て
渡
る
約
４
㎞
の
海
上

ウ
ォ
ー
ク
。

▽
日
程　

９
月
29
日（
土
）・
30
日

（
日
）

▽
対
象
者　

次
の
条
件
全
て
を

満
た
す
人
❶
小
学
４
年
生
以

上（
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同

伴
）❷
自
己
責
任
で
４
㎞
以
上

の
歩
行
、高
さ
40
ｍ
の
階
段
昇

降
が
で
き
る
人
❸
高
所
及
び
閉

所
恐
怖
症
で
な
い
人
❹
ト
イ
レ

を
２
時
間
程
度
我
慢
で
き
る
人

▽
費
用　

大
人
２
０
０
０
円
、中

学
生
以
下
１
０
０
０
円

▽
申
込
締
切　

８
月
13
日（
月
）

▽
申
込　

往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.

ku
n
iu
m
i.o
r.jp
/

）

問
㈶
淡
路
島
く
に
う
み
協
会

　

☎
22
・
６
０
０
０

自
衛
官
採
用
試
験

▽
種
目　

❶
防
衛
大
学
校（
一
般
）

❷
防
衛
医
科
大
学
校
❸
看
護

学
生
❹
航
空
学
生
❺
一
般
曹

候
補
生
❻
自
衛
官
候
補
生

▽
申
込
期
間　

❶
〜
❸
＝
９
月
３

日（
月
）〜
10
月
１
日（
月
）、❹

〜
❻
＝
９
月
７
日（
金
）ま
で

※
説
明
会
＝
８
月
５
日
（
日
）
、

13
日
（
月
）
、
20
日
（
月
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

※
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
は
随

▽
集
合　

西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
駐
車
場

※
一
般
参
加
大
歓
迎

問
淡
路
島
観
光
協
会
案
内
所

　

☎
52
・
２
３
３
６

時
受
け
付
け
て
い
ま
す

問
自
衛
隊
淡
路
島
駐
在
員
事
務
所

　

☎
24
・
２
４
４
９

兵
庫
県
警
察
官
採
用
試
験

▽
対
象　

昭
和
52
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
、大
学
・
高
等
学
校

を
卒
業
し
た
人
、ま
た
は
見
込

み
の
人

▽
一
次
試
験　

９
月
16
日
（
日
）

▽
申
込
締
切　

８
月
26
日
（
日
）

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い

問
南
あ
わ
じ
警
察
署

　

☎
42
・
０
１
１
０

ス
ポ
ー
ツ
大
会（
全
ス
ポ
予
選
）

❶
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

▽
チ
ー
ム
編
成　

20
代
１
人
、30

代
３
人
、
40
代
４
人
、
50
代
１

人
、女
性
は
年
代
フ
リ
ー

▽
募
集
数　

16
チ
ー
ム

❷
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

▽
募
集
数　

小
学
生
の
部
20
チ
ー

ム（
小
学
生
４
人
）、フ
リ
ー
の

部
20
チ
ー
ム（
社
会
人
男
女
各

２
人
）、40
歳
以
上
の
部
20
チ
ー

ム（
男
女
各
２
人
）

❸
囲
碁
ボ
ー
ル

▽
チ
ー
ム
編
成　

３
人
１
組

▽
募
集
数　

32
チ
ー
ム

瓦
ば
ん

情
報

15

情報瓦ばん
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❶
〜
❹
共
通
事
項

▽
日
時　

９
月
30
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜

▽
場
所　

❶
〜
❸
三
原
健
康
広
場

❹
市
小
学
校

▽
申
込
締
切　

９
月
６
日
（
木
）

※
各
種
目
募
集
チ
ー
ム
数
に
達
し
た

時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す

※
チ
ー
ム
編
成
は
市
内
在
住
で
原

則
同
一
小
学
校
区
の
人
で
編
成
。

申
込
用
紙
お
よ
び
詳
細
に
つ
い

て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い

問
市
体
育
協
会（
三
原
健
康
広
場
）

　

☎
42
・
５
６
３
０

 

ゆ
ー
ぷ
る
営
業
時
間
延
長

　

８
月
13
日
（
月
）〜
17
日
（
金
）ま

で
の
間
、
延
長
し
て
営
業
し
ま
す
。

▽
営
業
時
間　

午
前
10
時
〜
翌
日

午
前
０
時

※
受
付
終
了
は
30
分
前

問
ゆ
ー
ぷ
る
☎
50
・
５
１
２
６

障
害
者
移
動
相
談

　

地
域
で
自
分
ら
し
く
生
活
を
す

る
た
め
の
相
談
支
援
を
し
ま
す
。

▽
日
時　

８
月
10
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

▽
場
所　

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

問
身
体
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

フ
ロ
ー
ラ
す
も
と

　

☎
22
・
５
４
４
８

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間
で
す

　

コ
ー
ド
や
配
線
器
具
に
は
電
気

を
流
し
て
よ
い
限
度
が
あ
り
ま

す
。
た
こ
足
配
線
を
す
る
と
、
過

度
の
電
流
が
流
れ
て
大
変
危
険
で

す
。
電
源
の
差
込
口
を
分
け
る
か

使
用
機
器
を
減
ら
す
な
ど
の
対
策

を
し
ま
し
ょ
う
。

問
㈶
関
西
電
気
保
安
協
会

　

☎
22
・
８
３
７
４

サ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳
大
会

▽
日
時　

９
月
２
日
（
日
）

　

午
後
１
時
〜

▽
場
所　

サ
ン
プ
ー
ル

▽
参
加
費　

２
０
０
円

▽
申
込
締
切　

８
月
19
日
（
日
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

問
同
大
会
事
務
局
（
上
居
）

☎
０
９
０
・
３
７
２
８
・
３
２
３
６

古
事
記
編
纂
１
３
０
０
年
記
念

淡
路
島
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
１
５
０

　

淡
路
島
を
自
転
車
で
１
周
（
約

１
５
０
km
）
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
程　

10
月
14
日
（
日
）

▽
場
所　

明
石
海
峡
公
園

▽
参
加
資
格　

中
学
生
以
上
（
公

道
を
走
行
可
能
な
自
転
車
）

▽
定
員　

２
０
０
０
人（
先
着
順
）

▽
申
込
締
切　

９
月
20
日
（
木
）

※
申
込
方
法
は
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.aw
ajish

im
a-

lo
n
grid
e.jp
/

）
を
参
照

問
同
大
会
事
務
局
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

エ
ス
・
ネ
ッ
ト
）

　

☎
０
２
５
９
・
74
・
３
５
１
５

慶
野
松
原
海
水
浴
場
周
辺
の

美
化
活
動

▽
日
時　

８
月
15
日
（
水
）　

　

午
前
７
時
〜
。
雨
天
中
止

広報 

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

産さ
ん

地ち

消し
ょ
う

」
の
直
売
所

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
さ
ん
ち
ゃ
ん
市

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

問
さ
ん
ち
ゃ
ん
市
☎
43
・
２
８
８
２

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
８
時
〜
10
時

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

問
事
務
局
☎
46
・
０
１
０
９

◆
幡
多
の
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
７
時
〜
11
時

▽
場
所　

中
央
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
隣

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
鳥
井
土
曜
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
７
時
〜
９
時

▽
場
所　

鳥
井
公
園
前

問
事
務
局
☎
42
・
１
１
６
９

◆
甍
の
里
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

甍
公
園

問
事
務
局
☎
36
・
２
１
１
７

　　

法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　14日（火）・30日（木）13:30～16:30
◆場所　三原公民館小会議室
問市民課☎43-5023（予約必要）
 消費生活相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日休業）
 　　　 ９:00～12:00、13:00～16:00
◆場所　三原市民センター２階
問市消費生活センター☎43-5099

出張消費生活相談
◆日時　７日（火）・14日（火）・21日（火）
　　　　13:30～15:30
◆場所　７日＝緑市民センター、14日＝   
            西淡庁舎、21日＝南淡公民館
問市民課☎43-5023（予約不要）

司法書士会による相談（先着８人）
◆内容　登記・法律相談
◆日時　21日(火）・27日（月）
　　　　10:00～12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　司法書士 山下富弘事務所
　　　　☎23-9171（予約必要）

行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・契約関係
◆日時　６日（月）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　行政書士瀧岡光子事務所
　　　    ☎32-1641（予約必要）

住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　22日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　構研設計一級建築士事務所
　　　　☎0799-64-1199（予約必要）

教育相談
◆内容　保護者等の教育問題に対する相談 
◆日時　13日（月）13:00～15:00
◆場所　洲本総合庁舎
◆申込　淡路教育事務所「教育相談窓口」
　　　　 ☎22-4152（予約必要）

母子相談
◆内容　母子・父子家庭や寡婦への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆申込　福祉課☎44-3013

家庭児童相談
◆内容　子育てや子どものしつけ、不登
　　　　校、いじめ等に関する相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆申込　家庭児童相談室☎44-3013

 ８月の
　無料相談

❹
ふ
う
せ
ん
バ
レ
ー

▽
チ
ー
ム
編
成　

６
人
で
小
学
生

以
下
が
２
人
以
上

▽
募
集
数　

16
チ
ー
ム

ホームドクターアリス
しろあり・害虫駆除の専門店

南あわじ市北阿万筒井76-1

問☎55-0800
調査・見積
　 無料！

虫のトラブルは
弊社にお任せ下さい！
　　　相談受付中

しろあり　ハチ　ネズミ
ゴキブリ　クモ　ムカデ 
ノミ　ダニ　ヤスデ 　
黒あり　その他害虫

▲淡路島１周を目指す参加者
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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
潮美台地区公民館☎52-0430
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

ま
な
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の
扉
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働
く
婦
人
の
家

◆
編
み
物
教
室

　

か
ぎ
針
で
ベ
ス
ト
を
つ
く
り
ま
す
。

▽
日
時　

８
月
21
日
（
火
）
〜
９

月
25
日
（
火
）
毎
週
火
曜
日

　

午
後
７
時
30
分
〜

▽
定
員　

20
人

◆
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室　

▽
内
容　

メ
タ
ボ
予
防
、
糖
尿
病

予
防
の
健
康
食
づ
く
り

▽
日
時　

８
月
23
日
（
木
）

　

午
前
10
時
〜

▽
講
師　

サ
ナ
あ
わ
じ

▽
定
員　

20
人

▽
費
用　

材
料
費
自
己
負
担

▽
申
込
締
切　

８
月
10
日
（
金
）

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

埋
蔵
文
化
財
ミ
ニ
展
示
13

▽
内
容　

福
良
甲
地
区
に
位
置
す

る
玉
造
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土

器
や
発
掘
の
写
真
を
展
示

▽
期
間　

10
月
中
旬
ま
で

▽
場
所　

西
淡
公
民
館

問
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　

☎
42
・
３
８
４
９

南
あ
わ
じ
音
楽
祭
２
０
１
２

　

９
月
２
日
（
日
）
に
三
原
公
民

館
で
開
催
す
る
「
南
あ
わ
じ
音
楽

祭
２
０
１
２
」
の
入
場
チ
ケ
ッ
ト

を
販
売
中
で
す
。

▽
料
金　

大
人
２
０
０
０
円
、
小

学
生
〜
大
学
生
５
０
０
円

▽
販
売
所　

緑
・
三
原
・
西
淡
・

南
淡
公
民
館
、
パ
ル
テ
ィ
総

合
案
内
所

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37
・
３
０
２
０

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
三
段

目
恋
歌
の
意
趣
の
段

▽
期
間　

８
月
下
旬
ま
で

◆
淡
路
人
形
の
絵
作
品
展

▽
期
間　

９
月
２
日
（
日
）
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

第
39
回
阿
波
お
ど
り
体
操

　
　
　
　
　
　
　
　
講
習
会

▽
日
時　

８
月
４
日
（
土
）

　

午
後
８
時
〜

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　
（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

玉
青
館
イ
ベ
ン
ト

◆
鯰
絵
展

▽
期
間　

９
月
２
日
（
日
）
ま
で

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

◆
鯰
絵
祭
り

▽
日
程　

８
月
26
日
（
日
）

❶
講
談
『
ナ
マ
ズ
ウ
シ
七
変
化
』

〜
あ
わ
じ
編
〜

▽
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時

▽
講
談
師　

河
南
堂
珍
元
斎
氏

▽
参
加
費　

無
料

❷『
ナ
マ
ズ
ウ
シ
立
版
古（
立
体
ぬ

り
え
）』を
作
ろ
う
！

▽
時
間　

午
後
２
時
〜
３
時

▽
参
加
費　

無
料

❸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク『
鯰
絵
の

魅
力
に
ふ
れ
る
』

▽
時
間　

午
後
２
時
〜
３
時

▽
講
師　

加
藤
茂
弘
氏

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

❹
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト『
動
く
断

層
』を
作
ろ
う
！

▽
時
間　

午
後
３
時
〜
４
時

▽
参
加
費　

無
料

◆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

　

市
出
身
の
嶋
田
理
恵
さ
ん
が
ド

イ
ツ
の
マ
ン
ハ
イ
ム
で
共
に
過
ご

し
た
仲
間
達
と
演
奏
。

▽
日
時　

９
月
15
日（
土
）

　

午
後
２
時
〜

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

南
淡
夏
季
囲
碁
大
会

▽
日
時　

８
月
26
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
参
加
費　

１
５
０
０
円

▽
申
込
締
切　

８
月
22
日
（
水
）

問
南
淡
囲
碁
連
盟
（
川
渕
）

　

☎
55
・
０
０
２
９

神
代
天
体
観
測
会

　
　
　
第
１
０
０
回
記
念
行
事

▽
日
程　

８
月
11
日
（
土
）

▽
場
所　

神
代
公
民
館

❶
手
作
り
天
体
望
遠
鏡
制
作
と
ゲ

ル
マ
ラ
ジ
オ
の
制
作

▽
時
間　

午
前
10
時
〜
、

　

午
後
２
時
〜

　

※
２
回
開
催
（
各
２
時
間
）

❷
口
径
55
セ
ン
チ
手
作
り
巨
大
望

遠
鏡
の
お
は
な
し

▽
時
間　

午
後
７
時
30
分
〜　

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

第
１
０
０
回
神
代
天
体
観
測
会

「
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
を
見
よ
う
」

▽
日
時　

８
月
12
日
（
日
）

　

午
後
８
時
〜

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭

▽
そ
の
他　

悪
天
候
時
は
神
代
地

区
公
民
館
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
。
保
護
者
同
伴

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

南
淡
図
書
館
イ
ベ
ン
ト

◆
梅
田
俊
作
・
佳
子
原
画
展

▽
内
容　

絵
本
「
お
か
あ
さ
ん
も

よ
う
ち
え
ん
」
の
原
画
展
示

▽
日
時　

８
月
23
日
（
木
）
ま
で

◆
梅
田
俊
作
・
佳
子
先
生
と
あ
そ

ぼ
う

▽
内
容　

絵
本
づ
く
り

▽
日
時　

８
月
11
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▽
持
ち
物　

お
弁
当
、
絵
を
描
く

道
具
・
は
さ
み
・
の
り
な
ど

▽
定
員　

40
人

▽
参
加
費　

無
料

※
小
学
校
３
年
生
以
下
は
保
護
者

　

同
伴
必
要

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
南
淡
図
書
館
☎
53
・
０
２
３
４

　　　

　

83シリ
ーズ

　この図は天文17年（1548）に作られ、寛文10年

（1670）に補修されています。両図は緻密な筆づか

いで、彩色も鮮

明で美しい密教

絵画として、平

成２年に指定さ

れました。

　これは、志知地区の声
しょう

明
みょう

寺
じ

に所蔵されています。

　曼荼羅とは、大日如来を中心に諸仏・菩薩を一定

の形式で整然と並べ描いた集合図のことです。金
こん

剛
ごう

頂
ちょう

経
きょう

をもとにして描かれたのが金
こん

剛
ごう

界
かい

曼荼羅、大
だい

日
にち

経
きょう

をもとにしたのが胎
たい

蔵
ぞう

界
かい

曼荼羅で、これら二幅を

一対にしたものが両界曼荼羅です。

市
指　

両り
ょ
う

界か

い

曼ま

ん

荼だ

羅ら

図ず

▲金剛界曼荼羅（左）、胎蔵界曼荼羅（右）

●オリンピック ヒーローたちの物語  
大野 益弘著（ポプラ社）

半分ずつつなぎあわされた
メダルにひめられた友情、熱
投がよんだ最初で最後の金
メダル、ケガや不調をのりこ
えつかんだ２種目２連覇の
快挙・・・。オリンピックの勝利
の裏に隠されたアスリートの
努力に迫る。
●余命半年から生きて
ます！ 面白いほど不運
な男の笑う闘病記 相河 
ラズ著（幻冬舎）　

緑公民館図書室
☎44-3008

●ことわざ漢字るパズル
 馬場 雄二著（幻冬舎）

ヴィジュアルデザイナーの
馬場雄二が、ことわざや慣
用句を、文字とは思えない
珍しい形をした漢字で表現
し、パズル形式で紹介。
推理力・発見力を刺激しま
す。

●大接近！妖怪図鑑 
軽部 武宏作（あかね書房）三原図書館

●恐怖150％!! 超こわい話 
スペシャル版 絹華作／著伊東
ぢゅん子絵（ポプラ社）

ホットケーキミックスを使っ
たかわいい蒸しケーキのレ
シピを、型の底に絵柄を描い
て電子レンジで作るタイプ
と、表面に絵柄を描いて蒸し
器で作るタイプに分けて紹
介。特別な道具や材料がなく
ても、気軽に作れます。

西淡公民館図書室
☎37-3028

●お父ちゃんの音や！
大野 圭子作／古味 正康絵（文研出版）

明石から淳のクラスに転校し
てきた耕太は、玉子焼きの店
がなくてがっかり。淳とたこ焼
きの店に行くが、店の人と大
げんか。淳は言いたいことを
言う耕太に感心する。夏休み、
２人が玉子焼きを食べに行っ
た明石で出会ったのは…。

南淡図書館
●防ごう！治そう！スポーツ
のケガ 予防と応急処置 
山本 利春著(河出書房新社)

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も17：00まで）
☆休館日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）
☆８月１４日（火）福良湾海上花火大会のため、
　南淡図書館は５時までになります。
 

※○はおやすみです

日 月 火 水 木 金 土
 　　　　　　 1      2　           3      4    

 5      ６     ７     8      9     10    11   

12    13    14    15    16    17    18 

19     20    21       22    23    24    25   

26    27    28    29                  30    31
月末整理

●８月の図書館カレンダー

☎53-0234☎43-5037

●Junkoさんのデコ♥蒸しケーキ
 Junko著（小学館）

緑公民館
講座生募集 ●日時　９月～11月毎週木曜日

　　　   19：00～20：30

●定員　30人（16歳以上）

●受講料　2,400円

              （全12回）

入門ヨガ教室（後期）

◆申込先　４公民館窓口へ直接申込
   ※電話申込不可
◆申込締切　８月15日（水）
　※応募多数の場合は抽選
問緑公民館☎44-3008

初心者パソコン教室（後期）
●内容　パソコンの電源を入れる

　　　　ところから始める講座

●日時　９月～12月毎週火曜日

 　　　  13：30～15：00

●定員　18人（16歳以上）

●受講料　2,600円（全13回）

初回トレーニング講習会
受講者募集

問文化体育館☎50-5077

　トレーニングルームを利用する場合、　
初回のみ講習会を受講していただきます。

　●対象者　16歳以上の人　
　●受講料　500円（市内）
　※次回利用より200円（市内）
　●定員　６人（予約制）
　●講習時間　約１時間30分

日 曜日 第１講習 第２講習

11 土 10:00～ 15:00～

24 金 14:00～ 19:00～

※子ども連れの受講はできません
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● Ａ型リハビリ教室
内容  日 曜日　　　時間 場所

機能訓練を必要とする
64歳以下を対象（要予約）

24 金 10:00～12:00 緑保健福祉センター

   8月の健康カレンダー

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）
内容  日 曜日　　時間 場所

阿波踊り体操
1 水

10:00 ～ 緑保健福祉センター
22 水

※各種教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎44-3004）まで

● 乳幼児健康カレンダー　　 　 　　（　　）は対象
内容  日 曜日　  受付時間 場所

母親学級 30 木 13:15～ 13:30

緑保健福祉センター

４か月児健康診査
（24年４月生）

28 火 12:30～ 13:00

10か月児健康診査
（23年10月生）

21 火 12:30～ 13:00

２歳児歯科健診
（22年５月生）

17 金 13:00～ 13:30

３歳児健康診査
（21年７月生）

７ 火 12:30～ 13:00

強い歯大好き健診
（21年５月･21年11月生）

３ 金 13:00～ 13:45

育児相談
（23年６月生）
（24年１月生）

１ 水

13:00～14:00

南淡福祉保健センター
10 金 西淡保健センター
20 月 緑保健福祉センター
29 水 三原保健センター

食育講座赤ちゃん栄養サロン
（24年３月生）

30 木  ９:45～ 10:00
緑保健福祉センター

遊びの教室（予約制） ９ 木  ９:30～ ９:45
発達支援相談（予約制） ９ 木 13:30 ～

◆小児夜間救急電話センター
　毎日午後10時～午前６時までの間、島内医師が
輪番で小児夜間救急診療を行っています。電話セ
ンターへ電話していただくと看護師が症状を聞き、
必要な時は当日の担当医療機関を紹介します。
問小児夜間救急電話センター☎４４-３７９９

◆休日小児救急診療
　日曜・祝日・年末年始の午前９時～午後５時ま
での間、みなと元気館内の洲本市応急診療所に
おいて、小児科医の輪番による小児救急診療所
を開設し、救急患者に対応しています。

問洲本応急診療所☎24-6340

小児救急医療
 休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）
診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

 ５日（日）鈴木俊示 医師 福田郁夫 医師

12日（日）富本喜文 医師 福原正博 医師

14日（火）前田昌己 医師 浦瀬　巌 医師

15日（水）村野謙一 医師 西口　弘 医師

16日（木）浦瀬　巌 医師 渡辺　優 医師

19日（日） 友清龍一郎 医師 村野謙一 医師

26日（日）日笠久美 医師 宮崎美枝 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00

　兵庫県では、3月に「受動喫煙の防止等に関する条
例」を制定しました。来年４月１日から施行されます。

受動喫煙とは
　他人のたばこの煙を吸わされることをいいます。
受動喫煙の危険性
　たばこの煙には多くの有害物質が含まれています
が、喫煙者がフィルターを通して直接吸い込む「主
流煙」よりも、火のついた部分から立ちのぼる「副流
煙」の方が、有害物質の含まれる量がはるかに多い
ため、周囲の人の健康に悪影響を及ぼします。
大　人：肺がん、心疾患など
子ども：肺機能の低下や中耳炎、乳幼児突然死症
　　　　候群など
妊産婦：低出生体重児など
条例の規制内容
　不特定または多数の人が出入りすることができ
る空間(公共的空間)を有するすべての施設につい
て、受動喫煙を防止するためのルールが定められ
ています。※対象施設の細目等、詳細については
兵庫県ホームページをご覧ください

高齢者を抱える家族の会
認知症高齢者を介護されている人へ
　介護の悩みを抱える人同士が、日ごろの思いを話

す場です。

日　　時　８月15日（水）14:00～15:00

場　　所　三原公民館
問地域包括支援センター☎44-3006

　熱中症とは

　気温・湿度の上昇により、体の体温調節機能がうま

く働かず、体内の熱をうまく放出できなくなり、体温

が異常に上昇することです。特に高齢者は重症になる

まで気がつかない場合があり、予防対策がより重要に

なってきます。

　７～９月が全国的に猛暑となった平成22年は熱中

症による死亡者が１年間で1,718人にのぼりました。

● 献血
 日　曜日 　　受付時間 場所
10 金 14:30 ～ 16:30 南淡福祉保健センター
21 火 11:30 ～ 16:00 西淡公民館

受動喫煙の防止等に関する条例

町ぐるみ健診のお知らせ
　８月・９月と三原保健センター、南淡福祉保健

センターにて町ぐるみ健診を実施しています。

　まだ申し込みをしておらず、受診を希望する

人は健康課まで連絡してください。

問健康課☎44-3004

● いずみ会リーダー養成講座
内容  日 曜日　　　時間 場所

食生活ほか健康に関す
る講座

８ 水
10:00～

緑市民センター

21 火
洲本職員福利センター
（洲本総合庁舎内）

　熱中症は、適切な行動で防ぐことができます。熱中症になった場合も、適切な応急処置を知っていれば命を救うこ

とができます。一人ひとりが熱中症予防の知識を持ち、自分の体調の変化に気を付けるとともに、周囲の人にも気を

配り、予防を呼びかけあって熱中症を防ぎましょう。問健康課☎44-3004

熱中症を防ぐために

　熱中症の予防法

　熱中症の予防には、以下の点に気を付けることが大

事です。

・こまめに水分、塩分を補給する

※コーヒー、緑茶などのカフェインを含むものやアル

　コールは水分を尿として排出してしまうため水分補

　給には適していません

・扇風機やエアコン、遮光カーテンなどを利用して熱

　中症になりにくい室内環境を整える

・通気性の良い衣服を着用し、冷たいタオルなどで体

　を冷却する

・外出時には日傘や帽子を着用し、日陰を利用しなが

　ら、こまめに休憩する

◆節電時の熱中症対策

　電気供給力の低下から、盛んに節電が呼びかけられ

ています。節電生活時にもできる熱中症対策として以

下のようなものがあります。

・エアコンの設定温度を高くし、扇風機を併用する

・シャワー、水風呂で体温を下げる

・冷凍したペットボトルを用意しておく

　節電は無理のない範囲で、熱中症にならないように

ご注意ください。

　熱中症の症状

　以下のような症状が出た場合、熱中症の可能性があ

ります。

❶体がだるい

❷顔が赤くなる・ほてる

❸頭痛がする

❹異常な発汗・暑いのに汗をかかない

❺ふらつき・めまい・吐き気など

　上記のような症状が出た場合、涼しいところに移動

し、身体を冷やして、水分・塩分を補給しましょう。

意識障害や呼吸困難、けいれんなどがみられる場合は

早急に医療機関に連絡してください。

　また、熱中症が疑われる人を見かけたら、以下のよ

うに対応してください。

❶クーラーの効いている室内や、風通しのよい日陰に

　避難させる

❷衣服を脱がせ、露出させた皮膚に水をかけるなどし

　て身体を冷やす。氷のうなどがあれば、それを首筋

　や脇の下あたりに当てる

❸スポーツドリンクや経口補水液などで水分、塩分を

　補給する。※自力で水を飲めない、意識が無い場合

　は経口での水分摂取は危険です。ただちに救急車を

　呼んでください

　～正しい知識で熱中症予防～



　

心のかけはし

202012.8.1発行21
広報 

　正解者の中から抽選で５人の方に、図書カード

1,000 円分をプレゼント！（当選は発送をもっ

て発表にかえさせていただきます）

■応募方法（全回答必須）
　①クイズの答え、②住所、③氏名、④年齢、

⑤広報または南あわじ市に対するご意見・ご感想
をお書きの上、情報課までご応募ください。

■応募〆切　８月10日（金）※消印有効

〒656-0472　南あわじ市市善光寺18-27

南あわじ市役所情報課広報クイズ係　宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）

kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

　市特産のそうめん。この　広報クイズ サバイバーズギルト

子育て広場

平成24年７月15日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください

▲ＱＲコード
携帯電話のバーコード
リーダで読み取り、クイ
ズに応募できます

※
７
月
号
の
正
解
は「
鱧
」。48
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

●催し※要申込

行事名 日時 費用等
①８月のお誕生
　日会

８日
10:45～

働く婦人の家、100円、申込締
切７日、お茶・お手拭持参

②やすらぎ荘訪
　問

23日
15:00～

働く婦人の家午後２時集合

③ママのための
　ヨガ教室

９月３日
10:30～
14:00～

働く婦人の家、100円、各15
組、タオル・お茶持参

●自由あそびのコーナー （平日９：00～16：00）
場所 内容

働く婦人の家
常設の遊びのコーナー（ふれあいプレイルーム）
自由な時間に親子で遊ぶことができます。問子育て学習・支援センター☎42-7703、９：00～16：00

▲大食い競争でそうめんを頬張る児童

阿那賀診療所
☎39-0668

（月・木曜日）
9：00～12：00
14：00～17：00
（火・金曜日）
9：00～12：00
16：00～17：00
（水・土曜日）
　9：00～12:00

伊加利診療所
☎39-0886

（火・金曜日）
14：00～15：30

灘診療所
☎56-0655

（月・金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15
（火・木曜日）
9：00～12：00
午後＝往診・検査

沼島診療所
☎57-0030

（月～金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15

●人　口 50,929人（前月比＋16人）
　（男）　 24,575人（前月比＋９人）
　（女）　 26,354人（前月比＋７人）
●世帯数 18,749世帯（前月比＋21世帯）
　　　　　　　　※平成24年７月１日現在

出生

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日
太田　　進（洲本市）

藤平　健作（賀　集）

　所　正俊（伊加利）

石本　憲右（松　帆）

久米　浩司（賀　集）

谷川　未来（潮美台）

野口　浩志（　市　）

真浦　竜一（松　帆）

伊藤　敬樹（洲本市）

金山　　透（新潟県）

土井　孝行（八　木）

勢戸美勇司（　湊　）

前川　昌之（福　良）

前田　恭宏（賀　集）

山口　尚之（　市　）

馬部ちゆき（松　帆）

丸山　　香（賀　集）

増田　良子（松　帆）

佐古菜津美（宝塚市）

長澤　那苗（福　良）

大塚真菜美（志　知）

桒田　温代（洲本市）

中川　尚美（潮美台）

樫原　加奈（神　代）

白土友紀奈（神　代）

森本　恵子（洲本市）

小川聖名子（徳島県）

中川　美季（岡山県）

矢野　桂子（洲本市）

奥野　　愛（　市　）

６月 17 日

６月 18 日

６月 19 日

６月 20 日

６月 20 日

６月 24 日

６月 28 日

７ 月 ５ 日

７ 月 ７ 日

７ 月 ７ 日

７ 月 ７ 日

７ 月 ９ 日

７ 月 ９ 日

７月 10 日

７月 14 日

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日
原山　米子

榿　きよの

柏木　よし

小島　　武

松谷はるみ

鈴木　貞巳

山口　武士

山下　誠次

朝比奈陽一

伊加利

広 田

松 帆

広 田

阿那賀

榎 列

市

津 井

津 井

98

99

93

71

93

89

85

63

51

６ 月 16 日

６ 月 16 日

６ 月 17 日

６ 月 20 日

６ 月 21 日

６ 月 22 日

６ 月 24 日

６ 月 29 日

６ 月 30 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

岡　　愛
あ い く

久

岸上　友
ゆ う

柚

砂尾　玲
れ い と

杜

坂田航
こ う し ろ う

士郎

香月　　竣
しゅん

天羽　夢
ゆ め い

明

熊橋　柚
ゆ な

那

勝浦　夏
な つ ね

音

東池　　悠
はるひ

丸山　心
こ こ み

美

木下　奏
そ ら

楽

丸田　竜
りゅうせい

碧

藤本　壮
そ う た

太

桐原　天
あ ま ね

音

的崎　雄
ゆ う と

斗

男

女

男

男

男

女

女

女

男

女

男

男

男

女

男

良 充

真 樹

行 信

裕 治

卓

徹

健 太

尚 士

義 崇

研 二

圭 一 朗

誠 治

哲 平

将 輝

充 宏

榎 列

北阿万

榎 列

松 帆

八 木

賀 集

湊

北阿万

神 代

松 帆

広 田

湊

市

松 帆

愛知県

６ 月 ９ 日

６ 月 11 日

６ 月 12 日

６ 月 14 日

６ 月 20 日

６ 月 22 日

６ 月 24 日

６ 月 26 日

６ 月 26 日

６ 月 27 日

６ 月 28 日

６ 月 28 日

６ 月 30 日

７ 月 ４ 日

７ 月 ７ 日

氏名 年齢 地区 死亡日
垣脇えつこ

庄田きりゑ

土井つやこ

古川　縫子

仲野ヒトミ

山口　　清

西郷なみゑ

不動　賢一

土居　　章

阿 万

阿 万

福 良

榎 列

志 知

市

灘

倭 文

倭 文

87

92

86

71

65

81

88

91

70

６月 30 日

６月 30 日

６月 30 日

６月 30 日

７ 月 ３ 日

７ 月 ３ 日

７ 月 ５ 日

７ 月 ５ 日

７ 月 ６ 日

氏名 年齢 地区 死亡日
原　　一夫

古川　　弘

加野　順一

船本　　香

山岡キクミ

山本　晴茂

香川　哲夫

保居たけの

南　　知子

津 井

賀 集

賀 集

志 知

八 木

阿 万

志 知

福 良

賀 集

85

87

76

87

86

63

88

95

82

７ 月 ８ 日

７ 月 10 日

７ 月 11 日

７ 月 12 日

７ 月 12 日

７ 月 12 日

７ 月 13 日

７ 月 14 日

７ 月 15 日

死亡

程、約 70 年ぶりにかつての銘柄「○○○絲
いと

」が

復活しました。この銘柄はこれまでのそうめんよ

りも太く、のどごしとコシが特徴のそうめんです。

ぜひ一度ご賞味

ください。さて○

○○に入るひらが

な３文字はなんで

しょう？（ヒント

は広報 22頁）

　大規模な自然災

害や交通事故など

に見られる生存者

罪責感（生き残っ

た者の罪悪感）を

意味する精神医学

用語であるサバイ

バーズギルト。

 平成７年の阪神

●出前ひろば（公園感覚の自由あそびの広場、申込不要）
ひろば名 ８月の開設日 場所 時間
みどり 1,3,10,22,24,29,31 緑保健福祉センター

10:00
～
11:30

みはら 2,7,9,14,15,16,17,21,23,28 働く婦人の家

せいだん 2,9,21,23,28 西淡保健センター

なんだん 1,3,10,24,29,31 南淡公民館

●年齢別ひろば※要申し込み　
ひろば名 対象 開催日 時間 内容

ひよこ ０歳児 ６日 10:00 ～
ファーストアルバム、200
円、20人（働く婦人の家）

りす １歳児
30日 10:30 ～

歌、体操、楽器遊び等
（働く婦人の家）

うさぎ ２歳児
ぞう ３歳児

　南あわじ子育て支援サイト「ゆめるんネット」をご
存じですか。子育て情報や掲示板、イベント写真など内

容も盛りだくさん。ぜひご覧ください。

淡路大震災や平成17年のJR福知山線脱線事故に遭遇し

た生存者にも専門家によるケアを必要とする人がいました。

　東日本大震災の生存者にも自身の幸運に感謝しながら

も罪悪感に苦しめられている人がいます。「自分だけが助

かってよかったのだろうか」と、時をおいてフラッシュバック

が起こるため、継続的なケアが必要とされています。

　1,000年に一度という未曾有の大災害である東日本大

震災では、想像するより多くの人たちがサバイバーズギルト

に苦しんでいるのではないか。復旧・復興が長期化すること

とあいまって、そのことが被災した人たちに重くのしかかっ

ています。命に関する人権課題です。他の誰の問題でもな

い、まさに自分の問題として考える＝当事者意識が求めら

れています。

問人権教育課☎ 37-3019

▲東日本大震災直後の被災地

プール開き
（７月17日）
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

2012.8.1発行
広報 

▲地域の人たちの交流の場ともなっています

地
域
の
歴
史
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進 

古
事
記
に
ま
つ
わ
る
学
校
周
辺
の
史
跡
を
散
策

　

古
事
記
に
ま
つ
わ
る
史
跡
が
点

在
す
る
榎
列
地
区
で
、市
の
活
性

化
委
員
会
な
ど
が
作
成
し
た「
国

生
み
神
話
散
策
マ
ッ
プ
お
の
こ
ろ
」

を
も
と
に
、榎
列
小
学
校
6
年
生

34
人
が
学
校
周
辺
の
史
跡
を
巡

り
、地
域
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。

　

6
月
14
日
、
同
委
員
会
と
地
元

の
榎
列
史
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー

が
、
古
事
記
の
内
容
を
手
作
り
の

紙
芝
居
で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し

た
あ
と
、
近
く
の
「
天あ
め

のの

浮う
き

橋は
し

」

「
葦あ
し

原は
ら

国の
く
に」
「
お
の
こ
ろ
島
神

社
」
を
歩
い
て
散
策
。
案
内
役
の

正
井
良
徳
さ
ん
の
説
明
を
児
童
た

ち
は
ノ
ー
ト
に
記
録
し
な
が
ら
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
歴
史
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
同
委
員

会
で
は
「
将
来
を
担
う
子
供
た
ち

が
、
地
域
の
良
さ
や
誇
れ
る
歴
史

を
感
じ
て
、
地
域
を
思
う
心
を
深

め
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

▲大食い競争の挑戦者たち

淡
路
手
延
素
麺
組
合

復
活
！
淡
路
手
延
べ
そ
う
め
ん
祭
り

ハ
モ
道
中

特
産
の
鱧
を
京
都
で
Ｐ
Ｒ

　

夏
に
旬
を
迎
え
る
特
産
の
鱧
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
７
月
８
日
、

京
都
の
八
坂
神
社
に
鱧
を
奉
納
す

る
「
は
も
道
中
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
今
年
は
、
古
事
記
編
纂
１

３
０
０
年
を
記
念
し
て
、
淡
路
人

形
浄
瑠
璃
「
京
都
公
演
」
が
同
時

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

灘
の
土
生
港
で
７
日
に「
は
も
道

中
」の
安
全
を
祈
願
し
て
出
立
式
が

行
わ
れ
、８
日
に
は
八
坂
神
社
で
戎

さ
ん
の
人
形
を
先
頭
に
鱧
を
の
せ

た
籠
、関
係
者
が
列
を
成
し
て
境

内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。神
社
で
鱧

の
奉
納
神
事
が
行
わ
れ
た
後
、鱧

す
き
そ
う
め
ん
が
振
る
舞
わ
れ
た

ほ
か
、能
舞
台
で
は
三
原
中
学
校

郷
土
部
や
淡
路
人
形
座
に
よ
る
人

形
浄
瑠
璃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

八
坂
神
社
を
訪
れ
た
観
光
客
約

２
０
０
０
人
が
淡
路
島
の
旬
の
味

覚
と
歴
史
あ
る
文
化
芸
能
に
酔
い

し
れ
ま
し
た
。

淡
路
三
原
高
等
学
校
郷
土
部
創
部
60
周
年

５
０
０
年
の
伝
統
を
こ
れ
か
ら
も
継
承
し
ま
す

　

淡
路
三
原
高
等
学
校
郷
土
部

創
部
60
周
年
を
記
念
し
て
６
月
24

日
、三
原
公
民
館
に
て
記
念
式
典

や
記
念
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

18
世
紀
に
は
40
以
上
あ
っ
た
人

形
座
も
、時
代
の
流
れ
の
中
で
そ

の
数
は
年
々
減
少
。淡
路
人
形
浄

瑠
璃
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た

な
か
で
、伝
統
あ
る
同
浄
瑠
璃
を

保
存
・
継
承
し
よ
う
と
同
校
の
生

徒
や
教
員
が
集
ま
り
１
９
５
２
年
、

郷
土
部
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

60
周
年
記
念
公
演
で
演
じ
ら
れ

た
「
戎
え
び
す

舞
」
で
は
、
酒
好
き
の
戎

が
同
浄
瑠
璃
の
ま
す
ま
す
の
発
展

を
祈
る
な
ど
と
い
ろ
い
ろ
な
理
由

を
付
け
て
は
酒
を
飲
み
、
よ
ろ
け

な
が
ら
も
人
々
に
福
を
授
け
る
姿

に
、
会
場
か
ら
笑
い
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
「
増ぞ

う

補ほ

大
江

山 

戻
り
橋
の
段
」
で
は
、
美
し

い
娘
の
姿
か
ら
本
来
の
姿
を
現
し

た
鬼
と
渡わ

た

辺
な
べ
の

綱つ
な

と
の
激
し
い
立

ち
回
り
に
観
客
ら
は
固か

た

唾ず

を
呑
ん

で
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同
校
郷
土
部
の
谷
間
千
里
さ
ん

は
公
演
後
の
挨
拶
で
「
長
い
歴
史

を
持
つ
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
を
こ
れ

か
ら
も
継
承
し
て
い
き
ま
す
」
と

力
強
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

創
部
60
周
年
記
念

淡
路
三
原
高
校
郷
土
部
展

　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
で
は

同
校
郷
土
部
が
所
蔵
す
る
人
形
や
浄

瑠
璃
本
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

▽
期
間　

９
月
７
日
（
金
）
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

り
絲
」の
大
食
い
競
争
で
は
、一
般

の
男
女
と
12
歳
以
下
の
子
供
の
３

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、制
限
時

間
内
で
何
杯
食
べ
ら
れ
る
か
を
競

い
合
い
ま
し
た
。始
め
は
涼
し
い
顔

で
食
べ
て
い
た
参
加
者
も
最
後
に

は
苦
し
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
て

い
ま
し
た
。家
族
の「
が
ん
ば
れ
！
」

「
も
う
一
杯
」な
ど
の
声
援
の
も
と

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

い
き
い
き
百
歳
体
操

地
域
の
み
ん
な
と
、元
気
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活

　

市
内
の
32
箇
所
の
会
場
で
は
現

在
、い
き
い
き
百
歳
体
操
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
体
操
は
、重
さ
が

調
節
で
き
る
お
も
り
を
手
首
、足

首
に
つ
け
て
、椅
子
に
座
っ
た
ま
ま

行
う
筋
力
運
動
で
、週
１
〜
２
回
の

運
動
で
筋
力
を
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。筋
力
を
つ

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
体
を
動
か
し

や
す
く
な
り
、歩
行
や
階
段
の
上

り
下
り
が
楽
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、高
齢
者
が
集
ま
る
会

な
ど
で
Ｐ
Ｒ
や
体
操
体
験
を
行
い
、

こ
の
体
操
を
普
及
し
て
い
ま
す
。自

分
た
ち
で
体
操
を
行
う
こ
と
を
希

望
す
る
地
域
に
は
、希
望
者
の
人

数
や
、体
操
を
継
続
し
て
実
施
で

き
る
か
な
ど
の
条
件
を
満
た
し
て

▲親子連れが淡路手延そうめんを食
　べ比べ

▲淡路三原高等学校郷土部の太夫   
（上）、「増補大江山 戻り橋の段」での
渡辺綱に襲い掛かる鬼の場面（下）

　

市
特
産
の
淡
路
手
延
べ
そ
う
め

ん
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
道
の
駅
う
ず

し
お
で
７
月
７
日
、「
そ
う
め
ん
の

日
」に
合
わ
せ
て
、そ
う
め
ん
祭
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

か
つ
て
の
銘
柄「
ち
ど
り
絲い

と

」を

約
70
年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
た
こ
と

を
機
に
、11
年
ぶ
り
に
同
ま
つ
り

が
淡
路
手
延
素
麺
組
合
に
よ
っ
て

開
か
れ
ま
し
た
。

　

暑
く
な
っ
た
こ
の
日
は
淡
路
手

延
べ
そ
う
め
ん
を
代
表
す
る
銘
柄

「
お
の
こ
ろ
糸
」、「
御
陵
糸
」、「
淡

じ
糸
」と
復
活
さ
せ
た「
ち
ど
り

絲
」の
４
種
類
の
食
べ
比
べ
が
行
わ

れ
、訪
れ
た
多
く
の
人
が
氷
で
冷

や
さ
れ
た
そ
う
め
ん
を
お
い
し
そ

う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
78
人
が
参
加
し
た「
ち
ど

◆
サ
ッ
カ
ー

船
木　

茂
浩
さ
ん（
松
帆
）

◆
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

里
深　

瑞
季
さ
ん（
淡
路
高
）

有
働
乃の

り

か

里
日
さ
ん（
淡
路
高
）

◆
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

大
橋　

玲
那
さ
ん（
淡
路
三
原
高
）

大
橋　

亜
美
さ
ん（
淡
路
三
原
高
）

お
め
で
と
う▲全国シニアサッカー大

　会に出場しました

◆
柔
道

正
木　

健
人
さ
ん（
北
阿
万
）

　

正
木
さ
ん
は
９
月
１
日
に
ロ

ン
ド
ン
で
行
わ
れ
る
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
男
子
１
０
０
kg
超
級

の
日
本
代
表
選
手
と
し
て
出
場

し
ま
す
。

　

保
健
衛
生
・
環
境
美
化
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
だ
人
た
ち
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◆
知
事
感
謝
状

櫻
木　
　

進
さ
ん
（
福
良
）

長
澤　

範
市
さ
ん
（
福
良
）

◆
保
健
衛
生
組
織
連
合
会
長
表
彰

桐
原　

洋
一
さ
ん
（
福
良
）

　

社
会
教
育
の
振
興
に
努
め
た

功
績
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

田
浦　
　

元
さ
ん
（
福
良
）　

兵
庫
県
保
健
衛
生
大
会

兵
庫
県
社
会
教
育
委
員

▲八坂神社で鱧の奉納に向かう関係者

全
国
出
場

▲全国高等学校ウエイトリフ
　ティング競技選手権大会に
　出場しました

▲ビーチバレージャパン女子
　ジュニア選手権大会に出
　場します

い
る
か
を
判
断
し
た
上
で
、お
も

り
と
体
操
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
貸
し
出
し

た
り
、保
健
師
等
の
ス
タ
ッ
フ
が
技

術
支
援
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

い
き
い
き
百
歳
体
操
は
地
域
の

人
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て
活
動
し

て
お
り
、筋
力
運
動
だ
け
で
な
く
、

カ
ラ
オ
ケ
を
使
っ
て
声
を
出
す
よ

う
に
す
る
な
ど
独
自
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　

参
加
者
は「
立
ち
上
が
る
の
が

楽
に
な
っ
た
」、「
歩
い
て
も
ふ
ら
つ

き
や
痛
み
が
減
っ
た
」と
い
っ
た
感

想
を
話
し
て
い
ま
す
。

　

体
操
体
験
等
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
44
・
３
０
０
６

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場▲正木さん

▲おのころ島神社で正井さん（右）の説明に聞き入る榎列小学校の児童

※
９
月
末
ま
で
の
毎
週
日
曜
日
、午
前
10
時
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
無
料
で
周
辺
史
跡
を
案
内
し
て

く
れ
ま
す
。午
前
10
時
ま
で
に 

お
の
こ
ろ
島
神
社 

社
務
所
前
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。問
☎
42
・
５
３
２
０
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盆

▲仮装して踊る沼島の盆踊り

盆
踊
り

◆
沼
島
の
盆
踊
り

　

八
月
十
三
日
か
ら
十
七
日

ま
で
の
五
日
間
の
夜
、
各
地
区

ご
と
に
櫓

や
ぐ
ら

を
組
ん
で
、
面
を
付

け
る
な
ど
仮
装
し
て
輪
踊
り
す

る
。
太
鼓
と
音
頭
に
合
わ
せ
、

踊
手
が
囃は
や

子し

（
間あ
い

の
手て

）
と
手

拍
子
（
一
回
）
を
入
れ
て
踊
る
。

音
頭
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
流

行
し
た
兵
庫
く
ど
き
と
熊
野
節

が
主
流
で
、
白
滝
流
し
、
俊
し
ゅ
ん

徳と
く

丸ま
る

、
那
須
野
与
一
な
ど
が
あ
る
。

昭
和
四
十
五
年
、
沼
島
壮
年
会

発
行
の
『
沼
島
物
語
』
に
詳
し

く
記
さ
れ
て
い
る
。

◆
阿
万
地
区
盆
踊
り

　

古
来
、
盆ぼ

ん

精
し
ょ
う

霊
り
ょ
う

祭ま
つ
り

で
先
祖

供
養
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
、

時
代
に
よ
り
盛
衰
を
繰
り
返
し

て
き
た
。
各
地
区
の
多
く
は
源

平
兵
庫
く
ど
き
、
熊
野
節
の
音

頭
で
踊
っ
て
い
た
が
、
浄
瑠
璃

の
芸
題
中
か
ら
抜
粋
し
て
節
づ

け
し
た
浄
瑠
璃
く
ず
し
を
取
り

入
れ
、
施せ

餓が

鬼き

供
養
を
兼
ね
て

娯
楽
と
し
て
踊
る
よ
う
に
な
っ

た
。
現
在
は
、
八
月
二
十
三
日

ご
ろ
の
地
蔵
盆
で
子
ど
も
た
ち

に
よ
っ
て
踊
ら
れ
て
い
る
。
上

町
は
毛け

槍や
り

踊お
ど

り
、
西
町
は
木け

遣や
り

音お
ん

頭ど

（
三さ

ん

十
じ
ゅ
う

三さ
ん

間げ
ん

堂ど
う

）、
塩
屋

町
は
浄
瑠
璃
く
ず
し
の
巌が

ん

流
り
ゅ
う

島じ
ま

を
踊
る
。
三
味
線
、
太
鼓
、

拍ひ
ょ
う

子し

木ぎ

等
を
用
い
る
。

　

南
あ
わ
じ
市
の
軌
跡
を
手
に

と
っ
て
感
じ
て
く
だ
さ
い

問
編
纂
事
務
局

   

市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

福良湾海上花火大会

大綱曳

福良盆踊り（阿波踊り）

日時：８月14日（火）午後２時～
場所：慈眼寺前、東西５００ｍ

日時：８月13日（月）午後７時～
場所：（東会場）石川写真館～坂本食堂
　　 （西会場）波止の浜

◆オープニングイベント
　　午後６時～８時
　　（なないろ館前特設ステージ）                                
◆花火打ち上げ（約1500発）
　　午後８時～８時30分
　　（福良湾周辺）

　開催日：８月14日（火）

【駐車場】南淡中学校、文化体育館
※シャトルバスあり
※ガードマン、係員の誘導に従ってお越しください

福良湾海上花火大会福良湾海上花火大会


	P01.pdf
	P02-03.pdf
	P04-05.pdf
	P06-07.pdf
	P08-09.pdf
	P10-11.pdf
	P12-13.pdf
	P14-15.pdf
	P16-17.pdf
	P18-19.pdf
	P20-21.pdf
	P22-23.pdf
	P24.pdf



